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は じ め に

奈良県保健研究センターの業務の推進にご理解ご協力を賜り厚くお礼申し上げます．

当センターは，平成 25 年 4 月から奈良県行政組織規則の改正により，食品衛生（食

品・飲料水等）関係及び微生物（細菌・ウイルス・寄生虫等）関係を中心業務とする組

織としてスタート致しました．

近年，中東呼吸器症候群（MERS）やエボラ出血熱という新興感染症の発生や薬剤耐

性菌問題等が，国際的に注目されています．

MERS にあっては，中東地域のみならず，隣国においても感染拡大したことは，記

憶に新しいところであり，グローバル化する社会，交通網の発達により世界が身近にな

り，世界中の脅威が他人事で無くなりつつあります．平成 26 年末には，感染症法の一

部改正があり，平成 27 年 9 月末には，改正省令も公布され感染症の病原体に関する情

報収集体制の強化，さらに病原体サーベイランス体制の更なる構築が求められており，

地方衛生研究所として地域の技術的中核機関の使命を再確認し，機能強化に取り組む必

要性を感じております．

さて，平成 26 年度は，食品衛生関係では，ジャガイモを原因とする食中毒やフグ毒

中毒を疑う事例が発生し，動植物由来の自然毒中毒に対し検査を実施すると共に，確保

出来る検査対象物質からの迅速な分析法の検討を実施しました．

微生物関係では，細菌分野にあっては，結核菌の分子疫学解析を実施し，

JATA(12)-VNTR 法（反復配列多型分析法）の型別能を補うため追加領域についても検

証し，菌株の遺伝子解析も軌道にのりつつあります．さらに下痢原性大腸菌の病原因子

関連遺伝子の保有状況調査や薬剤耐性菌の遺伝子学的解析についても着手し，解析を行

いました．ウイルス分野にあっては，各種ウイルスの継続的な検索と遺伝子学的解析を

実施すると共に，新たに HPeV の検査に着手し，重症度の高い 3 型の流行状況を解析

しました．また，ノロウイルス食中毒の原因食品を解明する目的として，パンソルビン

トラップ法の検討を実施，低ウイルス量での分析法を確立しました．

奈良県では，「県政の目指す姿」である「地域の自立を図り，くらしやすい奈良を創

る」ため，「経済の活性化」や「くらしの向上」に向け，諸施策に取り組んでおります．

安全で安心して暮らせる奈良を目指し，感染症対策や安全・安心な食生活の維持・向上

に寄与すべく，調査研究・検査業務に邁進してまいります．

この度，平成 26 年度年報が出来上がりましたのでお届け致します．

今後とも，関係各位のご理解，ご支援及びご協力を賜りますようお願い致します．

平成 27 年 10 月

奈良県保健研究センター

所長 福 田 忠 明
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第１章 総 説



1. 沿 革

(1) 昭和23年6月25日 奈良県告示第167号を以て,奈良市登大路町奈良県庁内に奈良県衛生研究所を設置
(2) 昭和28年3月31日 奈良県条例第11号を以て,奈良市油阪町に庁舎を新築移転
(3) 昭和41年3月30日 奈良市西木辻八軒町に奈良保健所との合同庁舎を新築移転
(4) 昭和46年3月24日 奈良市大森町に独立庁舎を新築移転
(5) 昭和46年5月 1日 奈良県行政組織規則の改正により,総務課,環境公害課,予防衛生課の３課を設置
(6) 昭和48年4月 1日 奈良県行政組織規則の改正により,食品化学課を新設
(7) 昭和50年2月28日 前庁舎に接して約1,276㎡ の庁舎を新築
(8) 昭和62年4月 1日 奈良県行政組織規則の改正により,総務課,公害課,環境課,食品化学課,予防衛生

課の５課制に編成替え
(9) 平成 2年4月 1日 奈良県行政組織規則の改正により,総務課,大気課,水質課,食品生活課,予防衛生

課に編成替え
(10) 平成12年4月 1日 県感染症情報センターを所内に設置
(11) 平成14年4月 1日 奈良県行政組織規則の改正により,奈良県保健環境研究センターと名称変更し総

務課と試験研究グループ（大気環境担当,水環境担当,食品担当,ウイルス･細菌
担当）に編成替え

(12) 平成18年4月 1日 奈良県行政組織規則の改正により,総務課,精度管理担当,大気環境担当,水環境
担当,食品担当,ウイルス･細菌担当に編成替え

(13) 平成22年4月 1日 技術担当を置く
(14) 平成23年4月 1日 技術担当を解く

(15) 平成25年4月 1日 桜井市粟殿に新築移転,奈良県行政組織規則の改正により名称を奈良県保健研究

センターに改め,総務課,精度管理担当,食品担当,細菌担当,ウイルス・疫学情報

担当に編成替え

大気環境担当及び水環境担当は奈良県景観・環境総合センター大気係,水質係に

編成替え

2. 組 織

(1) 機構と事務分掌（平成27年4月1日現在）

1.人事・予算・決算及び会計経理に関すること

総 務 課 2.土地建物及び物品の維持管理に関すること

3.その他庶務に関すること

1.企画情報に関すること

精度管理担当 2.総合調整に関すること

3.信頼性確保部門の指定職員業務その他精度管理に関すること

1.食品，食品添加物，食器，容器包装，家庭用品等の理化学的試験

研究に関すること

所長－ 副所長 食 品 担 当 2.食品中の残留農薬，重金属等有害化学物質の試験研究に関すること

3.飲料水等の理化学的検査に関すること

4.その他食品衛生の理化学的試験研究に関すること

1.食品衛生，環境衛生等の細菌学的検査及び調査研究に関すること

細 菌 担 当 2.病原細菌の検査及び調査研究に関すること

3.細菌学的検査の研修・技術指導に関すること

1.ウイルス等の病原体の検査及び調査研究に関すること

ウイルス・ 2.感染症情報センターに関すること

疫学情報担当 3.その他ウイルス性感染症等の研修・技術指導に関すること

－ 1－



(2) 職 員 構 成 （平成27年 4月 1日現在）

技 術 職 員
計員職務事分区

薬 学 理工農学 臨床検査学

所 長 １１

副所長(兼)精度管理担当 １１

総 務 課 ２２

１１当担理管度精

食 品 担 当 ２ ６ １ ９

細 菌 担 当 ３ ３ １ ７

ウイルス・疫学情報担当 ３ １ ２ ６

計 ２ １０ １０ ５ ２７

(3) 人 事 記 録

退職及び転出

27. 3.31 所 長 常 岡 秀 好 退職

総 括 研 究 員 田 口 和 子 退職

27. 4. 1 主 任 研 究 員 瀬 口 修 一 食品衛生検査所へ

主 任 主 事 杣 田 有 加 産業振興総合センターへ

主 任 主 事 川 辺 千 明 景観・環境総合センターへ

転入及び昇格

27. 4. 1 所 長 福 田 忠 明 副所長から

副 所 長 大 前 壽 子 統括主任研究員から

統括主任研究員 堀 重 俊 中和保健所から

総 括 研 究 員 橋 田 みさを 奈良県総合医療センターから

主 任 研 究 員 北 岡 洋 平 主任技師から

主 任 技 師 杉 本 大 地 技師から

主 事 村 上 友 規 新規採用

技 師 北 本 友 理 新規採用

技 師 藤 谷 美沙子 新規採用

－ 2－



(4) 職 員 名 簿 （平成27年 4月 1日現在）

課 ・ 係名 職 名 氏 名 課 ・ 係名 職 名 氏 名

所 長 福 田 忠 明 細菌担当 統括主任研究員 堀 重 俊

細菌チーム 総括研究員 橋 田 みさを

副 所 長 大 前 壽 子 主任研究員 田 邉 純 子

主任研究員 吉 田 孝 子

総 務 課 課 長 山 本 徳 子 主 任 主 事 辻 本 真 弓

総 務 係 （兼)  係  長 山 本 徳 子 主 任 主 事 阿 部 剛 士

主 査 岡 田 恵 江 技 師 北 本 友 理

精度管理担当 (兼)統括主任研究員 大 前 壽 子

総括研究員 森 居 京 美 ウイルス･疫学情報担当 統括主任研究員 北 堀 吉 映

ウイルス･疫学情報チーム 総括研究員 中 野 守

食 品 担 当 統括主任研究員 岡 山 明 子 総括研究員 稲 田 眞 知

食品化学チーム 総括研究員 安 藤 尚 子 主任研究員 米 田 正 樹

主 任 主 事 折 口 菜都希 主 任 技 師 杉 本 大 地

主 事 村 上 友 規 技 師 藤 谷 美沙子

生活化学チーム 総括研究員 山 下 浩 一

主任研究員 西 山 隆 之

主任研究員 北 岡 洋 平

技 師 山 本 雄 也

主事（短再） 隂 地 義 樹

(2) 職 員 構 成 （平成27年 4月 1日現在）

技 術 職 員
計員職務事分区

薬 学 理工農学 臨床検査学

所 長 １１

副所長(兼)精度管理担当 １１

総 務 課 ２２

１１当担理管度精

食 品 担 当 ２ ６ １ ９

細 菌 担 当 ３ ３ １ ７

ウイルス・疫学情報担当 ３ １ ２ ６

計 ２ １０ １０ ５ ２７

(3) 人 事 記 録

退職及び転出

27. 3.31 所 長 常 岡 秀 好 退職

総 括 研 究 員 田 口 和 子 退職

27. 4. 1 主 任 研 究 員 瀬 口 修 一 食品衛生検査所へ

主 任 主 事 杣 田 有 加 産業振興総合センターへ

主 任 主 事 川 辺 千 明 景観・環境総合センターへ

転入及び昇格

27. 4. 1 所 長 福 田 忠 明 副所長から

副 所 長 大 前 壽 子 統括主任研究員から

統括主任研究員 堀 重 俊 中和保健所から

総 括 研 究 員 橋 田 みさを 奈良県総合医療センターから

主 任 研 究 員 北 岡 洋 平 主任技師から

主 任 技 師 杉 本 大 地 技師から

主 事 村 上 友 規 新規採用

技 師 北 本 友 理 新規採用

技 師 藤 谷 美沙子 新規採用
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3. 施 設

(1) 土 地 （平成27年4月１現在）

地 名 地 目 面 積 現在の状況 所 有 者

㎡

桜井市粟殿1000番地 宅 地 3,709.88 宅 地 奈 良 県

(2) 建 物 （平成27年4月１現在）

施 設 面 積 使用開始年月日 建物経過年数 所 有 者

本館鉄筋コンクリート 4階 ㎡

3,264.17

（ 本 館 1 階 ） (860.13) 平成25年

4月 1日 2 年

（ 本 館 2 階 ） (786.77)

（ 本 館 3 階 ） (786.77) 奈 良 県

（ 本 館 4 階 ） (786.77)

（ 本 館 Ｐ1階 ） (43.73)

00.7庫倉 平成25年 2 年

4月 1日

－ 4－



(3) 保健研究センター庁舎配置図

K-11
1階 平面図 2階 平面図

2-M6-M
A-2 A-1

M-8 M-7 M-4 M-3
8-K1-K

1-M5-M

A-3
M-9

女子ﾄｲ 01-K51-Mﾚ 女子ﾄｲﾚ
V-27

K-2 T-1
K-4 K-3 M-16

T-2 多目的男子ﾄｲﾚ M-10 男子ﾄｲﾚ

T-11
T-3

ﾎｰﾙ M-17 ﾎｰﾙ

T-4 T-9
11-M01-T

EV EV
K-5

T-5 M-18
21-M8-T

玄関

T-6
91-M41-M31-M7-T

K-7 K-6 K-9

3階 平面図 4階 平面図

3-V8-V
S-8 S-6 S-5 S-4 S-1 V-1

V-7 V-6
V-10 V-9

V-4
2-S7-S

V-2

21-V9-S91-S
S-13 S-12 S-18 S-11 女子ﾄｲ 5-V11-Vﾚ 女子ﾄｲﾚ

71-V81-V01-S02-S
S-3

S-21 V-16
男子ﾄｲﾚ V-13 男子ﾄｲﾚ

S-15
S-23 S-22

V-19
ﾎｰﾙ ﾎｰﾙ

V-14
S-14 S-25

VE02-VVE42-S

V-15
S-16

S-26
V-21

S-17 V-26
V-23

V-25
S-28 S-27 V-22

V-24

DN

A-1 所長室 M-1 水質検体受付室 S-1 食品担当執務室 V-1 細菌・ウイルス疫学情報担当執務室
A-2 総務課事務室 M-2 水質検体保管室 S-2 理化学GLP管理室 V-2 感染症情報センター
A-3 倉庫 M-3 水質器具器材庫 S-3 食品検体受付室 V-3 微生物GLP管理室

M-4 水質機器分析室Ⅰ S-4 食品検査室Ⅰ V-4 微生物検体受付室Ⅰ
K-1 会議室 M-5 環境天秤室 S-5 食品検査室Ⅱ V-5 微生物検体受付室Ⅱ
K-2 委託業者控室 M-6 倉庫Ⅰ S-6 食品検査室Ⅲ V-6 食品細菌検査室Ⅰ
K-3 更衣室（男） M-7 倉庫Ⅱ S-7 食品検査室Ⅳ-1 V-7 食品細菌検査室Ⅱ
K-4 更衣室（女） M-8 水質検査室 S-8 食品検査室Ⅳ-2 V-8 微生物低温室
K-5 消化ポンプ室 M-9 BOD測定室 S-9 食品検査前室 V-9 微生物器具器材庫
K-6 廃棄物保管庫Ⅰ M-10 水質機器分析室Ⅱ S-10 食品検査室Ⅴ-1 V-10 保管室
K-7 廃棄物保管庫Ⅱ M-11 水質機器分析室Ⅲ S-11 食品検査室Ⅴ-2 V-11 ウイルス検査前室
K-8 ボンベ置場Ⅰ M-12 水質機器分析室Ⅳ S-12 食品遠心機室 V-12 ウイルス検査室Ⅰ
K-9 ボンベ置場Ⅱ M-13 水質機器分析室Ⅴ S-13 食品洗浄室 V-13 ウイルス検査室Ⅱ
K-11 ボンベ倉庫 M-14 水質機器分析室Ⅵ S-14 標準品調製室 V-14 ウイルス検査室Ⅲ

M-15 水質恒温室 S-15 農薬検査室Ⅰ V-15 ウイルス検査室Ⅳ
T-1 倉庫Ⅰ M-16 環境洗浄室 S-16 農薬検査室Ⅱ V-16 微生物洗浄室
T-2 大気器具機材庫 M-17 水質前処理室Ⅰ S-17 食品器具機材庫 V-17 微生物準備室
T-3 大気機器分析室Ⅰ M-18 水質前処理室Ⅱ S-18 食品冷蔵室 V-18 病原細菌検査室Ⅰ
T-4 大気測定前処理室 M-19 水質前処理室Ⅲ S-19 食品冷凍前室 V-19 病原細菌検査室Ⅱ
T-5 大気機器分析 02-SⅡ室 食品冷凍室 V-20 病原細菌検査室Ⅲ
T-6 大気検査室Ⅰ V-27 水質細菌検査室 S-21 倉庫Ⅰ V-21 病原細菌検査室Ⅳ
T-7 大気検査室Ⅱ K-10 図書室 S-22 倉庫Ⅱ V-22 保管室
T-8 放射能測定前処 32-S室理 食品天秤室 V-23 高度安全実験室
T-9 放射能測定 ンコ42-S室 プレッサー室 V-24 準備室
T-10 保管 52-S室 食品機器分析室Ⅰ V-25 エアロック室
T-11 騒音評価 62-S室 食品機器分析室Ⅱ V-26 機械室

S-27 食品機器分析室Ⅲ
S-28 食品機器分析室Ⅳ

3. 施 設

(1) 土 地 （平成27年4月１現在）

地 名 地 目 面 積 現在の状況 所 有 者

㎡

桜井市粟殿1000番地 宅 地 3,709.88 宅 地 奈 良 県

(2) 建 物 （平成27年4月１現在）

施 設 面 積 使用開始年月日 建物経過年数 所 有 者

本館鉄筋コンクリート 4階 ㎡

3,264.17

（ 本 館 1 階 ） (860.13) 平成25年

4月 1日 2 年

（ 本 館 2 階 ） (786.77)

（ 本 館 3 階 ） (786.77) 奈 良 県

（ 本 館 4 階 ） (786.77)

（ 本 館 Ｐ1階 ） (43.73)

00.7庫倉 平成25年 2 年

4月 1日
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4. 新規購入備品 （単価20万円以上）

日月年入購格規名品

冷凍機付インキュベーター ＭＩＲ－５５４－ＰＪ パナソニック Ｈ２６．７．１０

薬用冷蔵ショーケース ＭＩＲ－１６２ＤＣＮ パナソニック Ｈ２６．７．１０

３１．３．７２Ｈ用Ｌｍ００４スオレクＩＳＧ型Ｄーターケィテスマ

5. 予 算 及 び 決 算（平成２６年度）

歳 入 （単位 円）

款 項 目 節 説 明 予 算 額 収 入

使用料及び 手数料 保健研究セ 保健研究セ 1. 食品検査 2,897,300 963,630
手 数 料 ンター ンター

手 数 料 手 数 料 (1) 一般食品検査 2,619,500 626,410

(2) 食品細菌検査 277,800 337,220

2. 水質検査 5,275,200 3,908,710

(1) 飲料水検査 4,471,200 3,162,140

(2) プール水検査 804,000 746,570

3. 細菌検査 1,777,860 1,166,820

(1) 結核菌検査 200,100 169,860

(2) 培養･同定 1,577,760 996,960

4. ウイルス検査 1,228,500 1,415,760

5. 臨床病理検査 0 0

6. 衛生害虫検査 0 0

7. その他の試験 972,200 1,110,630

8. 証明書発行 1,200 1,230

計 12,152,260 8,566,780

－ 6－



歳 出 （単位 円）

款 ・ 項 ・ 目 予 算 額 支 出 額 残 額

（款）総務費 1,469,141 1,469,141 0

0141,964,1141,964,1費理管務総）項（

0141,964,1141,964,1費理管舎庁合総）目（

（款）医療政策費 31,648,432 29,862,157 1,786,275

890,63220,512021,152費療医域地）項（

890,63220,512021,152費務総療医域地）目（

（項）保健予防費 31,397,312 29,647,135 1,750,177

000,346,2費策対防予健保）目（ 2,641,214 1,786

（目）保健研究センター費 28,754,312 27,005,921 1,748,391

（款）くらし創造費 14,049,840 13,939,394 110,446

999100,573000,673費進推働協）項（

（目）くらし創造総務費 376,000 375,001 999

（項）消費生活安全費 13,503,680 13,394,233 109,447

（目）消費生活安全対策費 13,047,680 12,939,742 107,938

000,243費導指生衛活生)目( 341,993 7

（目）動物愛護費 114,000 112,498 1,502

（項）環境管理費 170,160 170,160 0

（目）環境保全対策費 170,160 170,160 0

（款）農林水産業費 282,000 281,999 1

000,282費業農）項（ 281,999 1

000,282費興振物産農）目（ 281,999 1

合 計 47,449,413 45,552,691 1,896,722

＊保健研究センター執行分のみ計上（人件費・大型備品・営繕費を含まず）

4. 新規購入備品 （単価20万円以上）

日月年入購格規名品

冷凍機付インキュベーター ＭＩＲ－５５４－ＰＪ パナソニック Ｈ２６．７．１０

薬用冷蔵ショーケース ＭＩＲ－１６２ＤＣＮ パナソニック Ｈ２６．７．１０

３１．３．７２Ｈ用Ｌｍ００４スオレクＩＳＧ型Ｄーターケィテスマ

5. 予 算 及 び 決 算（平成２６年度）

歳 入 （単位 円）

款 項 目 節 説 明 予 算 額 収 入

使用料及び 手数料 保健研究セ 保健研究セ 1. 食品検査 2,897,300 963,630
手 数 料 ンター ンター

手 数 料 手 数 料 (1) 一般食品検査 2,619,500 626,410

(2) 食品細菌検査 277,800 337,220

2. 水質検査 5,275,200 3,908,710

(1) 飲料水検査 4,471,200 3,162,140

(2) プール水検査 804,000 746,570

3. 細菌検査 1,777,860 1,166,820

(1) 結核菌検査 200,100 169,860

(2) 培養･同定 1,577,760 996,960

4. ウイルス検査 1,228,500 1,415,760

5. 臨床病理検査 0 0

6. 衛生害虫検査 0 0

7. その他の試験 972,200 1,110,630

8. 証明書発行 1,200 1,230

計 12,152,260 8,566,780
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６．企画情報関連

（１）職員の出席した学会，研究会，講習会，研修会等

年・月・日 内      容 開 催 地 担  当 

H26. 4.10～11 
平成26年度地方衛生研究所サーベイランス事業従事

者研修 
東　　　京 ウイルス・疫学情報

5.13～14 マダニ類のフィールド調査に関する研修会 阪　南　市 ウイルス・疫学情報

5.16 
初めてのリアルタイムPCRセミナー ～ここでしか

聞けない遺伝子解析2014 ～ 
吹　田　市 ウイルス・疫学情報

5.22 日本ウォーターズ「HPLC基礎セミナー」 大　阪　市 食　　　　　 品

5.22 平成26年度病原体等の包装・運搬講習会 大　阪　市
細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

 5.23 滋賀県衛生科学センター研修会 大　津　市

食　　　　　 品

細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

5.27 
サーモフィッシャーサイエンティフィックエレメンタ

ルセミナー2014
大　阪　市 食　　　　　 品

5.28 日本防菌防黴学会講演会 大　阪　市 細　　　　　 菌

6. 3～ 5 Agilent University 2014 大　阪　市 食　　　　　 品

6.14 第55回日本臨床ウイルス学会 札　幌　市 ウイルス・疫学情報

6.20 平成26年度奈良県衛生関係職員研修会 大和郡山市

食　　　　　 品

細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

6.24 大和郡山市会演講策対御防品食
食　　　　　 品

細　　　　　 菌

6.26 平成26年度第1回環境衛生監視員スキルアップ研修会  奈 良 市
食　　　　　 品

細　　　　　 菌

6.26～27 衛生微生物技術協議会第35回研究会 東　 　 京
細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

7. 4 阪神地区感染症懇話会平成26年度第1回講演会 大　阪　市 ウイルス・疫学情報

7.15～16 第18回腸管出血性大腸菌感染症研究会 京　都　市 細　　　　　 菌

7.17～18 平成26年度結核予防技術者地区別講習会 大　津　市 細　　　　　 菌

7.23 平成26年度奈良県農薬安全使用研修会 大和郡山市 食　　　　　 品

7.24 AB SCIEX Mass Spectrometry Meeting 2014 大　阪　市 食　　　　　 品

7.29 
平成26年度登録検査機関及び食品衛生検査施設向け

講習会 
大　阪　市 食　　　　　 品

8. 4 島津フードセーフティーフォーラム2014 大　阪　市 食　　　　　 品

 8.22～23 第41回カビ毒研究連絡会 つ く ば 市 食　　　　　 品

 8.28 平成26年度厚生労働科学研究費補助金 第1回班会議 大　阪　市 食　　　　　 品

9.12 残留農薬分析セミナー2014 奈　良　市 食　　　　　 品

9.18～19 第35回日本食品微生物学会学術総会 堺　　　市
細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

10. 3 
平成26年度地方衛生研究所全国協議会近畿支部ウイ

ルス部会研究会
神　戸　市 ウイルス・疫学情報
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10.10 
平成26年度食品衛生検査施設信頼性確保部門責任者

等研修会
東　　　京

細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

10.22～23 
平成26年度厚生労働省科学特別研究事業における感

染症媒介蚊対策に関する実技検討会
名 古 屋 市 ウイルス・疫学情報

10.23 LC Science 第15回クロマトセミナー 奈　良　市 食　　　　　 品

10.23 第57回日本感染症学会中日本地方会学術集会 ウイルス・疫学情報岡　山　市

10.24 
平成26年度地方衛生研究所全国協議会近畿支部細菌

部会研究会 
大　津　市 細　　　　　 菌

11. 4 
平成26年度地域保健総合推進事業 結核菌VNTR技術

研修会 
東　　　京 細　　　　　 菌

11.13 第2回食品衛生研究者育成基礎セミナー 大　阪　市
食　　　　　 品

細　　　　　 菌

11.14 
平成26年度地方衛生研究所全国協議会近畿支部自然

毒部会研究発表会 
和 歌 山 市 食　　　　　 品

11.20～21 第51回全国衛生化学技術協議会年会 別　府　市 食　　　　　 品

11.21 第35回奈良県公衆衛生学会 橿　原　市 各　　担　　当

11.25 
平成26年度「地域保健総合推進事業」全国疫学情報ネ

ットワーク構築会議 
東　　　京 ウイルス・疫学情報

11.28 
平成26年度地方衛生研究所全国協議会近畿支部理化

学部会研修会
神　戸　市 食　　　　　 品

12. 3 農業環境技術公開セミナー in 奈良 橿　原　市 食　　　　　 品

12. 3～ 5 第108回日本食品衛生学会学術講演会 食　　　　　 品金　沢　市

12. 3～ 6 エンテロウイルス検査に関わるワークショツプ ウイルス・疫学情報武蔵村山市

12. 8～10 
第189回農林交流センターワークショップ・第87回食

品技術講習会「遺伝子組み換え体の検知技術-農産物・

食品に対する定性・定量検知」

つ く ば 市 食　　　　　 品

12.12 
平成26年度地方衛生研究所全国協議会近畿支部疫学

情報部会定期研究会 
京　都　市 ウイルス・疫学情報

12.16～17 パンソルビントラップ法研修 大　阪　市 ウイルス・疫学情報

H27. 1. 9 平成26年度厚生労働科学研究費補助金 第2回班会議 大　阪　市 食　　　　　 品

1.12～13 
大石班（予防接種）第2回班会議，エンテロウイルス

検査に関する打ち合わせ
東　　　京 ウイルス・疫学情報

1.16 阪神地区感染症懇話会平成26年度第2回講演会 大　阪　市 ウイルス・疫学情報

1.29 平成26年度地方感染症情報センター担当者会議 宇 都 宮 市 ウイルス・疫学情報

1.29～30 第28回公衆衛生情報研究協議会総会・研究会 宇 都 宮 市 ウイルス・疫学情報

1.30 地方感染症情報センターのための感染症疫学研修会 宇 都 宮 市 ウイルス・疫学情報

2. 9～10 
「麻疹ならびに風疹排除およびその維持を科学的にサ

ポートするための実験室検査に関する研究」研究班 

平成26年度第2回班会議 

大　阪　市 ウイルス・疫学情報

2.13 日本マイコトキシン学会第76回学術講演会 千　葉　市 食　　　　　 品

2.13 
平成26年度地方衛生研究所全国協議会衛生理化学分

野研修会 
東　　　京 食　　　　　 品

2.17～18 平成26年度希少感染症診断技術研修会 東　　　京
細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

６．企画情報関連

（１）職員の出席した学会，研究会，講習会，研修会等

年・月・日 内      容 開 催 地 担  当 

H26. 4.10～11 
平成26年度地方衛生研究所サーベイランス事業従事

者研修 
東　　　京 ウイルス・疫学情報

5.13～14 マダニ類のフィールド調査に関する研修会 阪　南　市 ウイルス・疫学情報

5.16 
初めてのリアルタイムPCRセミナー ～ここでしか

聞けない遺伝子解析2014 ～ 
吹　田　市 ウイルス・疫学情報

5.22 日本ウォーターズ「HPLC基礎セミナー」 大　阪　市 食　　　　　 品

5.22 平成26年度病原体等の包装・運搬講習会 大　阪　市
細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

 5.23 滋賀県衛生科学センター研修会 大　津　市

食　　　　　 品

細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

5.27 
サーモフィッシャーサイエンティフィックエレメンタ

ルセミナー2014
大　阪　市 食　　　　　 品

5.28 日本防菌防黴学会講演会 大　阪　市 細　　　　　 菌

6. 3～ 5 Agilent University 2014 大　阪　市 食　　　　　 品

6.14 第55回日本臨床ウイルス学会 札　幌　市 ウイルス・疫学情報

6.20 平成26年度奈良県衛生関係職員研修会 大和郡山市

食　　　　　 品

細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

6.24 大和郡山市会演講策対御防品食
食　　　　　 品

細　　　　　 菌

6.26 平成26年度第1回環境衛生監視員スキルアップ研修会  奈 良 市
食　　　　　 品

細　　　　　 菌

6.26～27 衛生微生物技術協議会第35回研究会 東　 　 京
細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

7. 4 阪神地区感染症懇話会平成26年度第1回講演会 大　阪　市 ウイルス・疫学情報

7.15～16 第18回腸管出血性大腸菌感染症研究会 京　都　市 細　　　　　 菌

7.17～18 平成26年度結核予防技術者地区別講習会 大　津　市 細　　　　　 菌

7.23 平成26年度奈良県農薬安全使用研修会 大和郡山市 食　　　　　 品

7.24 AB SCIEX Mass Spectrometry Meeting 2014 大　阪　市 食　　　　　 品

7.29 
平成26年度登録検査機関及び食品衛生検査施設向け

講習会 
大　阪　市 食　　　　　 品

8. 4 島津フードセーフティーフォーラム2014 大　阪　市 食　　　　　 品

 8.22～23 第41回カビ毒研究連絡会 つ く ば 市 食　　　　　 品

 8.28 平成26年度厚生労働科学研究費補助金 第1回班会議 大　阪　市 食　　　　　 品

9.12 残留農薬分析セミナー2014 奈　良　市 食　　　　　 品

9.18～19 第35回日本食品微生物学会学術総会 堺　　　市
細　　　　　 菌

ウイルス・疫学情報

10. 3 
平成26年度地方衛生研究所全国協議会近畿支部ウイ

ルス部会研究会
神　戸　市 ウイルス・疫学情報
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3.13 農薬安全使用研修会 橿　原　市 食　　　　　 品

3.13 平成26年度奈良県・奈良市結核コホート検討会 奈　良　市 細　　　　　 菌

3.13 第43回日本食品微生物学会学術セミナー 京　都　市 細　　　　　 菌

3.20 LCカラムワークショップ2015 in 大阪 大　阪　市 食　　　　　 品

（各担当：精度管理，食品，細菌，ウイルス・疫学情報） 

（２）施設見学

担　　当数人者学見日・月・年

H26. 5. 8 

H27. 3.23 

奈良県農業研究開発センター 2名 各　担　当

7.11 市都京・府都京 6名 

細　　　　菌
ウイルス・
疫 学 情 報

9. 4 奈良県立医科大学医学部看護学科 35名 各　担　当

9.17 大阪府立公衆衛生研究所 8名 各　担　当

10.23 堺市衛生研究所 6名 各　担　当

大阪府立公衆衛生研究所 

大阪市立環境科学研究所 
3名 総　務　課

（各担当：食品，細菌，ウイルス・疫学情報） 

（３）保健研究センター職員を講師とする講演会，技術・研修指導

ⅰ）講演会

年・月・日 会 等 の 名 称 内  容 発 表 者 

H26. 5.17 
第60回奈良県小児科医会 

学術集会 
2013年の手足口病，風しん流行について 

ウイルス・疫学情報

担当：北堀 

8.27 畿央大学・講義 感染症について 
ウイルス・疫学情報 

担当：北堀，米田 

ⅱ）研修指導

年・月・日 内  容 対 象 者 人数 担 当 

H26. 5.26  食品の細菌検査 奈良県農業研究開発センター 2名 細菌担当

11.25～28 
平成26年度奈良県立医科 

大学健康政策医学実習 

奈良県立医科大学医学部 

4年生 
15名 各　担　当 

（各担当：食品，細菌，ウイルス・疫学情報） 
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（４）保健研究センター研究発表会 

ⅰ）平成 26年 6月 27日 

中山 義博（景観・環境総合センター）  

奈良における降水中のイオン成分及び微量元素成分の特性について 

北村 栄治（景観・環境総合センター） 

  多変量解析による大和川水系の水質評価 

吉田 孝子  奈良県における食品由来大腸菌の薬剤耐性の状況について 

米田 正樹  奈良県におけるオセルタミビル薬剤耐性 A(H1N1)インフルエンザウイルスの 

発生状況 2007/2008～2013/2014
山下 浩一  超臨界流体抽出（SFE）による加工食品中の残留農薬の一斉分析 

ⅱ）平成 27年 2月 27日 

米田 正樹  パンソルビン・トラップ法による食品からのノロウイルス検査法についての 

検討報告 

稲田 眞知  奈良県でのヒトパレコウイルスの検出状況（平成 26 年度） 

  杉本 大地  デング熱の国内流行と県内発生の一考察 

  阿部 剛士  微生物によるうどんの苦味苦情事例について 

  安藤 尚子  平成 26 年度食品収去検査において違反が疑われた着色料について

  大畑 清嗣（景観・環境総合センター） 

  福島第一原子力発電所の事故後の状況と原子力発電の課題について 

  荒堀 康史（景観・環境総合センター） 

  微細藻類が生産する有毒物質ミクロシスチン類のモニタリング 

（５）保健研究センターホームページによる情報提供 

   平成 13 年 2 月 1 日より奈良県保健環境研究センター（当時）のホームページを公開し，情報提供を

行っている．

平成 25 年 4 月 1 日より大気・水質に関する環境部門が分離され，保健研究センターホームページと

なったが，引き続き当センター研究発表会の概要を掲載する等情報提供を行った．

  ホームページのアドレス（平成 27 年 4 月 1 日現在）

  奈良県保健研究センター：http://www.pref.nara.jp/4827.htm

（６）夏休みこども科学教室 

小学 4 年から 6 年生を対象に夏休みこども科学教室を開催した． 

日　　　時 26平成 年 8 月 2 日  午後 1 時～4 時 

参　加　者 15 名

内　　　容

・いろいろな食品の「あまさ・からさ」を調べてみよう 

・洗濯「のり」を使い，スライムを作ってみよう 

・見えない微生物（細菌）を見てみよう 

・上手な「手洗い」ってどうするの

3.13 農薬安全使用研修会 橿　原　市 食　　　　　 品

3.13 平成26年度奈良県・奈良市結核コホート検討会 奈　良　市 細　　　　　 菌

3.13 第43回日本食品微生物学会学術セミナー 京　都　市 細　　　　　 菌

3.20 LCカラムワークショップ2015 in 大阪 大　阪　市 食　　　　　 品

（各担当：精度管理，食品，細菌，ウイルス・疫学情報） 

（２）施設見学

担　　当数人者学見日・月・年

H26. 5. 8 

H27. 3.23 

奈良県農業研究開発センター 2名 各　担　当

7.11 市都京・府都京 6名 

細　　　　菌
ウイルス・
疫 学 情 報

9. 4 奈良県立医科大学医学部看護学科 35名 各　担　当

9.17 大阪府立公衆衛生研究所 8名 各　担　当

10.23 堺市衛生研究所 6名 各　担　当

大阪府立公衆衛生研究所 

大阪市立環境科学研究所 
3名 総　務　課

（各担当：食品，細菌，ウイルス・疫学情報） 

（３）保健研究センター職員を講師とする講演会，技術・研修指導

ⅰ）講演会

年・月・日 会 等 の 名 称 内  容 発 表 者 

H26. 5.17 
第60回奈良県小児科医会 

学術集会 
2013年の手足口病，風しん流行について 

ウイルス・疫学情報

担当：北堀 

8.27 畿央大学・講義 感染症について 
ウイルス・疫学情報 

担当：北堀，米田 

ⅱ）研修指導

年・月・日 内  容 対 象 者 人数 担 当 

H26. 5.26  食品の細菌検査 奈良県農業研究開発センター 2名 細菌担当

11.25～28 
平成26年度奈良県立医科 

大学健康政策医学実習 

奈良県立医科大学医学部 

4年生 
15名 各　担　当 

（各担当：食品，細菌，ウイルス・疫学情報） 
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（７）厚生労働科学研究事業への研究協力

ⅰ）食品の安全確保推進研究事業

研究課題「残留分析の測定値に与える食品成分の影響に関する研究」 

食品担当 

ⅱ）新型インフルエンザ等新興･再興感染症研究事業

研究課題「病原体解析手法の高度化による効率的な食品由来感染症探知システムの構築に関する研究」 

細菌担当 

ⅲ）新型インフルエンザ等新興･再興感染症研究事業

研究課題「成人の重症肺炎サーベイランス構築に関する研究」 

細菌担当 

ⅳ）健康安全・危機管理対策総合研究事業

研究課題「レジオネラ検査の標準化及び消毒等に係る公衆浴場等における衛生管理手法に関する研究」

レジオネラ属菌検査外部精度管理調査 

細菌担当 

（８）奈良県公衆衛生学会への協力

奈良県公衆衛生協議会が主催し，平成 26 年 11 月 20 日奈良県医師会館で開催された「第 35 回奈良県

公衆衛生学会」において，学会事務局として学会開催案内，発表演題募集，発表抄録作成，開催時の準

備などを行った． 

（９）食品関係試験検査事業にかかる信頼性確保業務

「奈良県食品関係試験検査業務管理要項」に基づく食品関係試験検査業務の信頼性確保のため，「内部

点検」，「精度管理」，「外部精度管理」を実施している． 

ⅰ）内部点検

7 検査項目について実施し，結果は全て「適切」であった． 

ⅱ）精度管理

13 検査項目について実施し，結果は全て「良好」であった． 

ⅲ）外部精度管理

4 調査項目について実施し，結果はすべて「良好」であった． 

（１０）外部評価制度

ⅰ）外部評価制度の導入

調査研究業務に客観的かつ公正な評価を加え，調査研究の充実とその成果の普及を図ることを目的に，

平成 19 年度から外部評価制度を導入している． 
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外部評価委員               （平成 26 年 4 月 1 日現在） 

氏  名 所  属

委員長 車谷 典男 奈良県立医科大学 

委 員 安田 恵子 奈良女子大学 

委 員 藤井 智康 奈良教育大学 

委 員 深田はるみ 大阪府立大学 

委 員 水野 文子 奈良県立医科大学 

ⅱ）平成 26 年度評価対象となった調査研究

担 当 主任研究者 課　　　題　　　名 共同研究者 

食  品 杣田 有加 
健康危機管理体制の強化 

－LC/MS/MS による植物性自然毒の一斉分析法の開発－ 

折口菜都希 

安藤 尚子 

岡山 明子 

細  菌 田邉 純子 
県内の結核患者から分離された結核菌の分子疫学解析に

関する研究 

辻本 真弓 

阿部 剛士 

田口 和子 

大前 壽子 

ウイルス・ 

疫学情報 
川辺 千明 

奈良県におけるＲＳウイルス，ヒトメタニューモウイルス

の流行状況把握とウイルス遺伝子学的解析：2011－2014

稲田 眞知 

中野  守 

米田 正樹 

杉本 大地 

景観・環境総合

センター 

大 気 係 

菊谷 有希 

奈良県における微小粒子状物質（PM2.5）中の無機元素成

分の分析法の検討と PM2.5 構成成分の傾向把握に関する

研究 

浅野 勝佳 

浦西 克維 

景観・環境総合

センター 

水 質 係 

桒原 智也 
奈良県内河川における水生生物の保全に係る水質環境基

準新規追加物質の実態調査  

荒堀 康史 

北村 栄治 

平井佐紀子 

山本 圭吾 

ⅲ）外部委員による総合評価

平成 26 年度の調査研究について，全体を通じ次のように評価された． 

・日頃の業務がある中で，きちんとデータを出されていることは評価できる．また，年々レベルが上 

がってきている． 

・どの課題も県民にとって重要なテーマである．これからもデータを積み上げていただきたい．また， 

県民にわかりやすく公表する方法について考えていただきたい． 

・質の高い研究なので，成果を外に出していくべきである．名称（保健研究センター）にあるように 

研究は重要なポイントである．年報だけでなく国内外の学術雑誌に積極的に投稿していただきたい． 

さらに進歩する余地がある． 

（７）厚生労働科学研究事業への研究協力

ⅰ）食品の安全確保推進研究事業

研究課題「残留分析の測定値に与える食品成分の影響に関する研究」 

食品担当 

ⅱ）新型インフルエンザ等新興･再興感染症研究事業

研究課題「病原体解析手法の高度化による効率的な食品由来感染症探知システムの構築に関する研究」 

細菌担当 

ⅲ）新型インフルエンザ等新興･再興感染症研究事業

研究課題「成人の重症肺炎サーベイランス構築に関する研究」 

細菌担当 

ⅳ）健康安全・危機管理対策総合研究事業

研究課題「レジオネラ検査の標準化及び消毒等に係る公衆浴場等における衛生管理手法に関する研究」

レジオネラ属菌検査外部精度管理調査 

細菌担当 

（８）奈良県公衆衛生学会への協力

奈良県公衆衛生協議会が主催し，平成 26 年 11 月 20 日奈良県医師会館で開催された「第 35 回奈良県

公衆衛生学会」において，学会事務局として学会開催案内，発表演題募集，発表抄録作成，開催時の準

備などを行った． 

（９）食品関係試験検査事業にかかる信頼性確保業務

「奈良県食品関係試験検査業務管理要項」に基づく食品関係試験検査業務の信頼性確保のため，「内部

点検」，「精度管理」，「外部精度管理」を実施している． 

ⅰ）内部点検

7 検査項目について実施し，結果は全て「適切」であった． 

ⅱ）精度管理

13 検査項目について実施し，結果は全て「良好」であった． 

ⅲ）外部精度管理

4 調査項目について実施し，結果はすべて「良好」であった． 

（１０）外部評価制度

ⅰ）外部評価制度の導入

調査研究業務に客観的かつ公正な評価を加え，調査研究の充実とその成果の普及を図ることを目的に，

平成 19 年度から外部評価制度を導入している． 
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食 品 担 当

食品担当では，県民の食の安全・安心を確保するた

め，食品関係の試験検査，調査研究，研修等を行って

いる．試験検査では，保健所等の行政機関や給食施設，

食品加工業者等からの依頼を受け，市場に流通する食

品について，食品の成分規格に関する試験，食品中の

添加物，重金属，農薬，動物用医薬品に関する試験な

どの理化学検査を行っている．また，食品に関する苦

情・異物混入事例などの原因調査のための検査も行っ

ている．さらに，飲料水等の一般依頼検査を実施して

いる．

平成 26年 12月 22日，「乳及び乳製品の成分規格等

に関する省令の一部を改正する省令」（平成 26 年厚生

労働省令第 141 号）及び「食品、添加物等の規格基準

の一部を改正する件」（平成26年厚生労働省告示第482
号）が公布され，清涼飲料水等の規格基準が改正され

た．内容は，カドミウムの成分規格が削除され，スズ

は金属製容器包装入りの製品に適用することが明示さ

れたこと，ミネラルウォーター類の元素等の試験方法

が示されたことである．また，「飲用適の水」は「食品

製造用水」と用語の変更がなされた．

平成 26 年度に実施した業務の概要は以下の通りで

ある．

１．食品化学チーム概況

試験検査の概要は，表 1(検体数)及び表 2(項目数)の
とおりであった．

1
(1)食品収去検査

）行政検査 

その中で食品中の添加物の検査数は延べ87 項目，規格

基準

　検査した食品の種類，検査項目を表3に示した．

83 項目，暫定基準 8 項目，国及び県の指導基準

に関するもの等9 項目であった．

平成 16 年度より行っている遺伝子組換え食品の検

査は，豆腐 10検体について大豆組換え遺伝子の定量を

行った結果，全て定量下限値(0.5％)以下であった．

その他に基準違反等の食品を表 4 に示した．アイス

クリームの表示について誤っていたものが 1 件，しょ

うが酢漬けの表示について使用していない着色料表示

があったものが 1 件あり，保健所が口頭で指導した．

(2)行政依頼検査

行政指導，食中毒，苦情処理のために保健所等から

依頼された検査は10検体であった．内訳は，小学校で

育てたジャガイモのソラニンとチャコニンの検査が 9
検体，尿のテトロドトキシンの検査が1検体であった．

放射性物質の検査は，64検体 128項目であった．

その他，農林部から依頼された放射性物質の検査が

 19 検体，38項目であった．

2）依頼検査 

依頼検査は13検体であった．依頼者別では学校給食

関係が12 検体，事業者から1検体であった．

(1) 一般食品

学校給食関係からの検査依頼が 4 検体，事業者から

の検査依頼が1 検体であった．

(2) 容器包装等

学校給食関係からの検査依頼が8検体であった．

検査の種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

一 般 食 品 0 6 10 6 13 9 9 8 19 10 3 0 93

牛 乳 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

食品添加物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

容器包装等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

放射性物質 6 8 15 11 6 8 11 4 9 3 2 0 83
6 14 25 17 19 18 20 12 28 14 5 0 178

一 般 食 品 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 5
牛 乳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

食品添加物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

容器包装等 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 0 0 8
0 1 0 1 0 0 0 4 4 0 1 2 13

39 28 3 21 43 21 20 5 17 43 45 9 294
45 43 28 39 62 39 40 21 49 57 51 11 485

自 主 検 査

合 計

表1　平成26年度食品担当食品化学チーム検査一覧表（検体数）

食品衛生

小 計
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頼
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査

行
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査
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検

体

数

項

目

数

甘

味

料

殺

菌

料

酸

化

防

止

剤

着

色

料

発

色

剤

漂

白

剤

品

質

保

持

剤

保

存

料

防

か

び

剤

そ

の

他

1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0

8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 4 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0

1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

33 79 0 0 10 0 1 2 0 1 0 41 8 0 10 0 1 0 5

8 16 0 0 0 0 0 3 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 4

12 56 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 48 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

79 197 0 0 14 0 5 5 0 1 0 54 8 0 10 0 83 8 9

（内訳）成分の 定量 ：

規 格 基 準 ：

暫 定 基 準 ：

指 導 基 準 ： 油菓子の酸価，過酸化物価．油揚げの酸価．

鮮魚介類の総水銀

乳及び乳製品の比重，酸度，乳脂肪分及び無脂乳固形分．アイスクリームの乳脂肪分及び乳固形分．生あんのシアン．清涼飲料
水のヒ素，鉛，カドミウム及びスズ．タール色素製剤及び食品添加物の規格試験．即席めん類の酸価，過酸化物価．

揚げ油の酸価，過酸化物価．油揚げの過酸化物価．麺類の水分,栄養分析．

穀 類 及 び そ の 加 工 品

野菜類･果物類､その加工品

菓 子 類

乳牛

魚 介 類

冷 凍 食 品
（ 加 熱 - 加 熱 後 摂 取 ）

冷 凍 食 品
（ 未 加 熱 - 加 熱 後 摂 取 ）

魚 介 類 加 工 品

肉 卵 類 及 び そ の 加 工 品

食　品　中　の　添　加　物

乳 製 品

乳 類 加 工 品

ア イ ス ク リ ー ム 類 ･ 氷 菓

合 計

清 涼 飲 料 水

酒 精 飲 料

添 加 物 及 び そ の 製 剤

そ の 他 の 食 品

指

導

基

準

表3　平成26年度食品担当食品化学チーム収去・買い上げ検査一覧表

遺

伝

子

組

換

え

食

品

成

分

の

定

量

規

格

基

準

暫

定

基

準

検

体

数

項

目

数

不 適

食　品　分　類

検査の種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

一 般 食 品 0 15 16 12 16 9 18 34 70 10 6 0 206
牛 乳 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4

食品添加物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 9
容器包装等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
放射性物質 12 16 30 22 12 16 22 8 18 6 4 0 166

12 31 46 34 28 29 40 42 88 25 10 0 385
一 般 食 品 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 5

牛 乳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
食品添加物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

容器包装等 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 0 0 8
0 1 0 1 0 0 0 4 4 0 1 2 13

103 57 9 45 129 51 60 15 51 129 135 27 811
115 89 55 80 157 80 100 61 143 154 146 29 1,209

小 計

自 主 検 査

合 計

事 業 区 分

行
政
検
査

小 計

依

頼

検

査

食品衛生

食品衛生

表2　平成26年度食品担当食品化学チーム検査一覧表（項目数）

－ 16 －



3）苦情・相談

電話や来所による相談が34 件あった．内容別にみる

と食品やその他の検査に関すること20件，異物に関す

ること 4 件，異臭に関すること 1 件，その他の問い合

わせが9件であった．

4）食品検査業務管理(GLP) 
外部精度管理，内部精度管理及び機器の点検を実施した．

(1) 外部精度管理

漬物中の保存料（ソルビン酸）の透析－液体クロマトグ

ラフ法による定量試験を行った．

(2) 内部精度管理

鮮魚介類中の総水銀としょうゆ中の安息香酸につい

て，試料に一定量の標準を添加し，添加回収試験を行

った．また，漬物中のソルビン酸とソーセージ中の亜

硝酸根について，測定値のバラツキ(精度)を確認するた

めに添加した試料について 5 回以上の繰り返し検査を

行った．

(3) 機器の点検

高速液体クロマトグラフ，ガスクロマトグラフ，原

子吸光光度計，リアルタイム PCR，pH メータ，高速

冷却遠心機，分光光度計において，定期点検を各１回

と使用時毎における使用時点検を行った．天秤，蒸留

水製造装置，ゲルベル乳脂肪分離機については定期点

検を行った．異常時点検は，原子吸光光度計において

2 回あった．

5）調査研究等 

(1) 調査研究

健康危機管理体制の強化

－LC/MS/MS による植物性自然毒の一斉分析法の

開発－[杣田有加他] 
奈良県における健康危機管理体制を強化することを

目的として，発生件数の多いバイケイソウ類，チョウ

センアサガオ類，トリカブトを中心に，植物性自然毒

10 成分の一斉分析メソッド及び構造が類似した成分

ごとの個別メソッドを作成した．

(2) 事業に係る技術等検討

技術等検討として以下の2題を行った．

①食品中の金属に関する試験法の妥当性評価[安藤尚子他] 
食品中の有害物質等に関する分析法の妥当性を確認す

るための方法を検討した．

②Ultra High Performance Liquid Chromatography 
(UPLC)による保存料および甘味料の分析[折口菜都

希他] 
現在、HPLC で分析している保存料および甘味料に

ついて，UPLCでの分析条件を検討した．

2. 生活化学チーム概況 

1) 行政検査

検査検体数を表 5 に，検査項目数を表 6 に示した．

(1)農作物中の農薬検査

県内で使用量が多く，過去の検出事例が多い項目を

中心に，217検体について延べ25,172 項目を検査した

結果を，表７に示した．37 検体について延べ 52 項目

の農薬を検出したが，残留基準値を超えていたものは

なかった．

(2)加工食品の農薬検査

 輸入加工食品20検体について延べ1,060項目を検査

した結果，全て検出しなかった．

(3)食肉等の動物用医薬品検査

鶏肉 4検体について延べ 24 項目を検査した結果，全

て検出しなかった．また卵5 検体について延べ 30項目

を検査した結果，全て検出しなかった．

2) 依頼検査

食品中の残留農薬等の依頼検査は奈良県産の農作物

を中心に，10 検体延べ 30 項目実施した．水質検査は

飲料水を中心に，677検体延べ4,217項目実施した．

3) 苦情・相談

電話や来所による相談が37 件あった．内容別にみる

と農薬やその他の検査に関すること 6 件，飲料水に関

することが 31 件であった．

4) 食品検査業務管理（GLP） 

GLP の一環として内部精度管理，外部精度管理及び

機器点検を実施した．内部精度管理は野菜の農薬，食

鳥肉の動物用医薬品について行った．外部精度管理は

かぼちゃペースト中のクロルピリホスと EPN につい

て行った．機器点検として，ガスクロマトグラフの使

用時点検を 4 回，定期点検を各検出器について 1 回以

上，ガスクロマトグラフ質量分析計の使用時点検を81
回，定期点検を 1 回，液体クロマトグラフ質量分析計

の使用時点検を 123回，定期点検を1回行った．さら

検体数 不適項目 検    査    成    績

アイスクリーム類 アイスクリーム 1 表 示 無脂乳固形分11.9％（表示：15％）

野菜類・加工品 しょうが酢漬け 1 表 示 食用赤色102号（表示：食用赤色102号､食用赤色106号）

表4　収去・買い上げ検査基準違反等一覧表

検　　体　　名

検

体

数

項

目

数

甘

味

料

殺

菌

料

酸

化

防

止

剤

着

色

料

発

色

剤

漂

白

剤

品

質

保

持

剤

保

存

料

防

か

び

剤

そ

の

他

1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0

8 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 4 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 0 0

2 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

6 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 12 0 0

1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

33 79 0 0 10 0 1 2 0 1 0 41 8 0 10 0 1 0 5

8 16 0 0 0 0 0 3 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 4

12 56 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 48 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

79 197 0 0 14 0 5 5 0 1 0 54 8 0 10 0 83 8 9

（内訳）成分の 定量 ：

規 格 基 準 ：

暫 定 基 準 ：

指 導 基 準 ： 油菓子の酸価，過酸化物価．油揚げの酸価．

鮮魚介類の総水銀

乳及び乳製品の比重，酸度，乳脂肪分及び無脂乳固形分．アイスクリームの乳脂肪分及び乳固形分．生あんのシアン．清涼飲料
水のヒ素，鉛，カドミウム及びスズ．タール色素製剤及び食品添加物の規格試験．即席めん類の酸価，過酸化物価．

揚げ油の酸価，過酸化物価．油揚げの過酸化物価．麺類の水分,栄養分析．

穀 類 及 び そ の 加 工 品

野菜類･果物類､その加工品

菓 子 類

乳牛

魚 介 類

冷 凍 食 品
（ 加 熱 - 加 熱 後 摂 取 ）

冷 凍 食 品
（ 未 加 熱 - 加 熱 後 摂 取 ）

魚 介 類 加 工 品

肉 卵 類 及 び そ の 加 工 品

食　品　中　の　添　加　物

乳 製 品

乳 類 加 工 品

ア イ ス ク リ ー ム 類 ･ 氷 菓

合 計

清 涼 飲 料 水

酒 精 飲 料

添 加 物 及 び そ の 製 剤

そ の 他 の 食 品

指

導

基

準

表3　平成26年度食品担当食品化学チーム収去・買い上げ検査一覧表

遺

伝

子

組

換

え

食

品

成

分

の

定

量

規

格

基

準

暫

定

基

準

検

体

数

項

目

数

不 適

食　品　分　類

検査の種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合 計

一 般 食 品 0 15 16 12 16 9 18 34 70 10 6 0 206
牛 乳 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 4

食品添加物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9 0 0 9
容器包装等 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
放射性物質 12 16 30 22 12 16 22 8 18 6 4 0 166

12 31 46 34 28 29 40 42 88 25 10 0 385
一 般 食 品 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 2 5

牛 乳 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
食品添加物 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

容器包装等 0 0 0 0 0 0 0 4 4 0 0 0 8
0 1 0 1 0 0 0 4 4 0 1 2 13

103 57 9 45 129 51 60 15 51 129 135 27 811
115 89 55 80 157 80 100 61 143 154 146 29 1,209

小 計

自 主 検 査

合 計

事 業 区 分

行
政
検
査

小 計

依

頼

検

査

食品衛生

食品衛生

表2　平成26年度食品担当食品化学チーム検査一覧表（項目数）
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に保冷庫，上皿天秤について定期点検を 2 回ずつ行っ

た．

5) 妥当性評価 

厚生労働省通知のガイドラインに従い，農産物１品

目および畜産物 2 品目を対象に，それぞれ農薬および

動物用医薬品に関する試験法の妥当性評価を行った．

6) 調査研究等

(1)検査機関の信頼性確保に関する研究（厚生労働科学

研究事業）

近畿地区の地方衛生研究所７機関による共同研究を

行い，GC/MS(/MS)測定時のマトリックス効果を補正

する手段について検討した．試料として枝豆およびほ

うれん草を使用し，各機関の前処理方法でブランク試

験液を調製した．このブランク試験液に農薬88種類を

添加し，野菜果実ジュースから作製したブランク試験

液(VFJ)，ポリエチレングリコール300(PEG)，あるい

はその両方を添加した場合の補正能力を検証した．そ

の結果，いずれの機関もVFJ とPEG の両方を添加し

た場合に，有用なマトリックス補正効果を示すことが

判明した．

(2)事業に係る技術等検討

平成 26 年度は以下の 5 課題について検討を行った．

①加工食品の SFE 分析における適用可能農薬数拡大

の検討[山下浩一他] 
②LC/MS/MS 測定による検査対象農薬の拡大[西山隆

之他] 
③UPLC によるアフラトキシンの分析メソッドの開発

[北岡洋平他] 
④抗インフルエンザウイルス薬分析メソッドの開発―

LC/MS/MS測定条件の検討―[山本雄也他] 
⑤オクラトキシンA (OTA)のGC/MS分析の検討[隂地 

義樹他] 

区　分 業　務 検査の種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

農 作 物 の 農 薬 6 6 31 20 14 24 38 28 19 21 10 0 217

加 工 食 品 の 農 薬 0 10 0 0 0 0 0 4 4 2 0 0 20

食肉等の動物医薬品 0 0 0 5 0 0 0 0 4 0 0 0 9

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4

小　 　計 6 16 31 25 14 24 38 32 27 23 14 0 250

0 0 0 2 0 2 0 2 2 0 1 1 10

50 52 85 67 48 50 43 34 51 45 115 37 677

50 52 85 69 48 52 43 36 53 45 116 38 687

73 126 64 129 101 116 51 50 43 41 30 93 917

129 194 180 223 163 192 132 118 123 109 160 131 1,854

自 主 検 査

合　 　計

表5　平成26年度食品担当生活化学チ－ム（検体数）

行政検査 食品衛生

依頼検査

食 品 衛 生

水 質 検 査

小　　計

区　分 業　務 検査の種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

農 作 物 の 農 薬 696 696 3,596 2,320 1,624 2,784 4,408 3,248 2,204 2,436 1,160 0 25,172

加 工 食 品 の 農 薬 0 460 0 0 0 0 0 324 184 92 0 0 1,060

食肉等の動物医薬品 0 0 0 30 0 0 0 0 24 0 0 0 54

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 32

小　 　計 696 1,156 3,596 2,350 1,624 2,784 4,408 3,572 2,412 2,528 1,192 0 26,318

0 0 0 2 0 12 0 12 2 0 1 1 30

293 290 478 394 319 334 274 197 314 302 791 231 4,217

293 290 478 396 319 346 274 209 316 302 792 232 4,247

878 2,358 1,977 2,190 1,920 1,148 2,392 2,968 1,198 844 1,673 1,253 20,799

1,867 3,804 6,051 4,936 3,863 4,278 7,074 6,749 3,926 3,674 3,657 1,485 51,364

自 主 検 査

合　 　計

表6　平成26年度食品担当生活化学チ－ム（項目数）

行政検査 食品衛生

依頼検査

食 品 衛 生

水 質 検 査

小　　計
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表7 　平成26年度農薬検出事例（農作物）

農　　薬 濃度(ppm) 基準値*(ppm)
クレソキシムメチル 0.07 5
プロシミドン 0.05 10
クレソキシムメチル 0.20 5
プロシミドン 0.03 10

いちご プロシミドン 0.17 10
いちご プロシミドン 0.04 10
いちご アゾキシストロビン 0.05 10

クレソキシムメチル 0.22 5
フェナリモル 0.02 1.0
プロシミドン 0.06 10
ミクロブタニル 0.11 1

うめ ビテルタノール 0.06 2.0
うめ ビテルタノール 0.06 2.0
うめ ジフェノコナゾール 0.01 3

オレンジ フェンプロパトリン 0.04 5
テブフェンピラド 0.01 0.5
プロチオホス 0.01 0.2

かき シハロトリン 0.01 0.5
かき ジフェノコナゾール 0.01 1
かき ジフェノコナゾール 0.02 1
かき ジフェノコナゾール 0.02 0.7
かき ジフェノコナゾール 0.01 0.7
かき ジフェノコナゾール 0.02 0.7

フェンバレレート 0.01 1.0
ジフェノコナゾール 0.01 0.7

ぶどう クロルフェナピル 0.10 5
アゾキシストロビン 0.04 10
ダイアジノン 0.01 0.1
テブコナゾール 0.02 10
フェニトロチオン 0.03 0.5
マラチオン 0.02 2.0

オクラ アゾキシストロビン 0.03 3
オクラ ペルメトリン 0.03 3.0

トリフロキシストロビン 0.03 0.7
プロシミドン 0.01 5

きゅうり アゾキシストロビン 0.02 1
ごぼう ダイアジノン 0.01 0.1
ししとう クレソキシムメチル 0.05 3

チンゲンサイ オキサジキシル 0.01 5
トマト ピリダベン 0.02 5
トマト ピリダベン 0.03 5

シフルフェナミド 0.01 0.3
ミクロブタニル 0.08 1
シフルフェナミド 0.01 0.3
エトキサゾール 0.01 0.5
トルフェンピラド 0.06 2
フェンバレレート 0.01 1.0

ねぎ アゾキシストロビン 0.04 10
ねぎ クレソキシムメチル 0.01 2
ねぎ トルフェンピラド 0.02 5

フェントエート 0.02 0.05
マラチオン 0.01 8.0

＊）基準値は、検出時における値である。

作　物

果実類

野菜類

いちご

いちご

いちご

かき

かき

ぶどう

枝豆

きゅうり

なす

なす

なす

ねぎ

に保冷庫，上皿天秤について定期点検を 2 回ずつ行っ

た．

5) 妥当性評価 

厚生労働省通知のガイドラインに従い，農産物１品

目および畜産物 2 品目を対象に，それぞれ農薬および

動物用医薬品に関する試験法の妥当性評価を行った．

6) 調査研究等

(1)検査機関の信頼性確保に関する研究（厚生労働科学

研究事業）

近畿地区の地方衛生研究所７機関による共同研究を

行い，GC/MS(/MS)測定時のマトリックス効果を補正

する手段について検討した．試料として枝豆およびほ

うれん草を使用し，各機関の前処理方法でブランク試

験液を調製した．このブランク試験液に農薬88種類を

添加し，野菜果実ジュースから作製したブランク試験

液(VFJ)，ポリエチレングリコール300(PEG)，あるい

はその両方を添加した場合の補正能力を検証した．そ

の結果，いずれの機関もVFJ とPEG の両方を添加し

た場合に，有用なマトリックス補正効果を示すことが

判明した．

(2)事業に係る技術等検討

平成 26 年度は以下の 5 課題について検討を行った．

①加工食品の SFE 分析における適用可能農薬数拡大

の検討[山下浩一他] 
②LC/MS/MS 測定による検査対象農薬の拡大[西山隆

之他] 
③UPLC によるアフラトキシンの分析メソッドの開発

[北岡洋平他] 
④抗インフルエンザウイルス薬分析メソッドの開発―

LC/MS/MS測定条件の検討―[山本雄也他] 
⑤オクラトキシンA (OTA)のGC/MS分析の検討[隂地 

義樹他] 

区　分 業　務 検査の種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

農 作 物 の 農 薬 6 6 31 20 14 24 38 28 19 21 10 0 217

加 工 食 品 の 農 薬 0 10 0 0 0 0 0 4 4 2 0 0 20

食肉等の動物医薬品 0 0 0 5 0 0 0 0 4 0 0 0 9

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4

小　 　計 6 16 31 25 14 24 38 32 27 23 14 0 250

0 0 0 2 0 2 0 2 2 0 1 1 10

50 52 85 67 48 50 43 34 51 45 115 37 677

50 52 85 69 48 52 43 36 53 45 116 38 687

73 126 64 129 101 116 51 50 43 41 30 93 917

129 194 180 223 163 192 132 118 123 109 160 131 1,854

自 主 検 査

合　 　計

表5　平成26年度食品担当生活化学チ－ム（検体数）

行政検査 食品衛生

依頼検査

食 品 衛 生

水 質 検 査

小　　計

区　分 業　務 検査の種類 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合　計

農 作 物 の 農 薬 696 696 3,596 2,320 1,624 2,784 4,408 3,248 2,204 2,436 1,160 0 25,172

加 工 食 品 の 農 薬 0 460 0 0 0 0 0 324 184 92 0 0 1,060

食肉等の動物医薬品 0 0 0 30 0 0 0 0 24 0 0 0 54

そ の 他 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 32 0 32

小　 　計 696 1,156 3,596 2,350 1,624 2,784 4,408 3,572 2,412 2,528 1,192 0 26,318

0 0 0 2 0 12 0 12 2 0 1 1 30

293 290 478 394 319 334 274 197 314 302 791 231 4,217

293 290 478 396 319 346 274 209 316 302 792 232 4,247

878 2,358 1,977 2,190 1,920 1,148 2,392 2,968 1,198 844 1,673 1,253 20,799

1,867 3,804 6,051 4,936 3,863 4,278 7,074 6,749 3,926 3,674 3,657 1,485 51,364

自 主 検 査

合　 　計

表6　平成26年度食品担当生活化学チ－ム（項目数）

行政検査 食品衛生

依頼検査

食 品 衛 生

水 質 検 査

小　　計
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細菌担当

細菌担当では，病原細菌，食品細菌，水質細菌関係

の試験検査，調査研究，及び研修等を行っている．

平成 26 年度の業務一覧を表１，２に示す．総検体

数は 3,484 検体，総検査項目数は 9,188 項目であった．

区分別では病原細菌検査 1,470 検体（42.2％），食品

細菌検査 1,282 検体（36.8％），水質細菌検査 732 検

体（21.0％）であった．

１．病原細菌検査

１）行政検査

（１）感染症病原体検査

感染症法に基づき届出のあった腸管出血性大腸菌

（EHEC）感染症患者及び無症状病原体保有者から分

離された菌株 24 株（内 3 株は当センターにて分離）

について，性状確認，血清型別，毒素型別，薬剤感受

性試験及び分子疫学解析を実施し，通知に基づき国立

感染症研究所細菌第一部へ送付した．同所では DNA
型別解析が行われ，結果が還元された．詳細は本年報

資料として別途報告した．

EHEC 感染症以外の三類感染症は，腸チフス患者１

名と細菌性赤痢患者１名の発生があった．患者から分

離された菌株は当センターに搬入され，性状確認や血

清型別等を実施し，通知に基づき国立感染症研究所細

菌第一部へ送付した．同所ではファージ型別や遺伝子

解析等が実施され結果は還元された（表３）．

また，集団発生に係る Salmonella Enteritidis１株

が搬入され，確認検査の後，通知に基づき国立感染症

研究所細菌第一部へ送付した．同所で実施されたファ

ージ型別の結果，47 型であった．

（２）感染症接触者検便等

三類感染症患者の接触者における保菌者検索では，

EHEC 感染症患者の接触者便 41 検体について検査を

実施し，３名の陽性を確認した．また，大腸菌 O157
のベロ毒素（VT）産生性確認の依頼が１件あり，PCR
法を実施して VT 遺伝子を保有しないことを確認した．

（３）結核菌分子疫学調査

平成 25 年度から当センターでは，奈良県結核菌分

子疫学調査事業実施要綱に基づき県内の結核患者から

分離された結核菌について，菌株を保存するとともに

遺伝子型別を実施している．

平成 26 年度は結核菌 30 株が搬入され，JATA(12) 
-VNTR 法による遺伝子型別を実施して結果を保健所

へ報告した．同時に，各菌株の JATA(12)-VNTR 型か

らクラスター形成の確認等を行い，保健所からの患者

情報等も含めた JATA(12)-VNTR型別データベースを

作成して，解析情報を保健所と本庁へ還元した．

２）依頼検査

（１）腸内細菌培養検査

食品衛生法や水道法等に基づき，食中毒や感染症を

防止する目的で県内水道事業者，調理従事者，福祉関

係，保育所等の従事者及び住民より依頼された腸内細

菌培養検査 710 検体延べ 2,077 項目について実施した．

（２）結核菌分子疫学調査

奈良市の結核患者から分離された結核菌について，

平成 25 年度から遺伝子型別を実施している．平成 26
年度は結核菌 19 株について依頼があり，菌株を保存

するとともに JATA(12) -VNTR 法による遺伝子型別

を実施して結果を報告した．

３）菌株サーベイランス

県内の４医療機関の協力により，下痢症患者由来大

腸菌における病原因子関連遺伝子の保有状況調査と，

薬剤耐性菌の一つである基質特異性拡張型 β-ラクタマ

ーゼ（ESBL）産生大腸菌における ESBL 遺伝子の保

有状況調査を実施した．

下痢症患者由来大腸菌の調査では，易熱性毒素（LT），
耐熱性毒素（ST），VT，侵入性因子（invE ），腸管

凝集付着性大腸菌総合的制御因子（aggR ），腸管病

原性大腸菌集束線毛因子（bfpA ），凝集付着性大腸

菌耐熱性毒素（astA ）及びインチミン（eae ）の各

遺伝子について PCR 法により検索した．平成 26 年度

は大腸菌 72 株について検査を実施し，aggR 保有の

O127a:H21（２株），astA 保有の O8:H19，O18:HNM
及び O63:HNM（各１株）を確認した．

ESBL 産生大腸菌の調査では，５種類の ESBL 遺伝

子（TEM-型，SHV-型，CTX-M-型のうち CTX-M-1
グループ（G），CTX-M-2G 及び CTX-M-9G）につい

て PCR 法により検索した．平成 26 年度は大腸菌 255
株について検査を実施した結果，252 株で１種類以上

の遺伝子を確認した．もっとも多く検出した遺伝子は

CTX-M-9G の 198 株で，７割以上の菌株が保有してい

た．続いて多い順に TEM-型が 112 株，CTX-M-1G が

46 株，SHV-型と CTX-M-2G が各６株となり，協力医

療機関が増えて収集菌株数も増加したが，各遺伝子の

検出割合は例年と同様の傾向を示していた．遺伝子未

検出であった３株のうち，１株は培養確認で ESBL 産

生性の特徴を示したが，２株は示さなかった．また，
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ESBL 遺伝子保有株を分離した検体は，例年と同様に 尿が最も多かった（168 株）．

4月　　 5月　　 6月　　 7月　　 8月　　 9月　　10月　　11月　　12月　　1月　　 2月　　 3月　　 計

感 染 症 1 4 5 39 18 1 13 5 6 1 0 4 97

結核菌VNTR 0 0 2 2 2 3 8 0 2 2 0 9 30

結核菌VNTR 0 0 9 0 0 5 2 0 3 0 0 0 19

検便検査 54 83 73 55 73 49 94 44 33 56 69 27 710

0 80 0 50 0 0 93 0 0 0 111 0 334

4 1 16 20 11 18 23 6 74 82 0 25 280

59 168 105 166 104 76 233 55 118 141 180 65 1,470

食　中　毒 1 6 19 0 2 6 0 17 3 9 0 3 66

行政依頼 27 46 2 0 19 20 20 0 0 3 0 0 137

収　　　去 0 47 50 46 32 47 35 41 25 26 12 0 361

5 5 7 11 4 3 7 6 4 2 2 6 62

10 86 61 61 61 76 81 50 58 45 43 24 656

43 190 139 118 118 152 143 114 90 85 57 33 1,282

飲 料 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 4

浴場水等 1 0 0 7 0 0 0 5 5 11 0 6 35

飲 料 水 31 31 40 38 34 38 30 20 34 34 92 24 446

プール水他 6 8 36 20 11 7 6 7 6 7 7 8 129

浴場水等 8 5 5 15 11 2 14 6 7 2 13 2 90

12 0 0 0 4 5 0 2 0 0 5 0 28

58 44 81 80 60 52 50 40 52 54 121 40 732

160 402 325 364 282 280 426 209 260 280 358 138 3,484

4月　　 5月　　 6月　　 7月　　 8月　　 9月　　10月　　11月　　12月　　1月　　 2月　　 3月　　 計

感 染 症 2 8 10 78 39 2 32 9 15 4 0 12 211

結核菌VNTR 0 0 26 26 26 39 104 0 26 26 0 117 390

結核菌VNTR 0 0 117 0 0 65 26 0 39 0 0 0 247

検便検査 161 249 218 161 217 126 259 132 98 168 207 81 2,077

0 308 0 192 0 0 349 0 0 0 415 0 1,264

12 1 40 44 21 51 80 14 122 149 0 39 573

175 566 411 501 303 283 850 155 300 347 622 249 4,762

食　中　毒 10 54 190 0 20 60 0 113 30 58 0 30 565

行政依頼 108 230 3 0 76 100 94 0 0 3 0 0 614

収　　　去 0 141 139 138 81 135 91 123 65 78 30 0 1,021

13 14 15 23 8 7 21 13 8 6 6 12 146

10 86 61 112 61 76 81 50 58 45 43 24 707

141 525 408 273 246 378 287 299 161 190 79 66 3,053

飲 料 水 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8 0 8

浴場水等 1 0 0 7 0 0 0 5 5 17 0 12 47

飲 料 水 62 62 80 76 68 76 60 40 68 68 184 48 892

プール水他 12 15 72 39 22 13 12 13 12 13 14 15 252

浴場水等 16 5 10 19 14 2 25 9 14 3 26 3 146

12 0 0 0 4 5 0 2 0 0 5 0 28

103 82 162 141 108 96 97 69 99 101 237 78 1,373

419 1,173 981 915 657 757 1,234 523 560 638 938 393 9,188

依

頼

自主検査等

行

政

表１　平成26年度細菌チーム検査一覧表（検体数）

病
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菌
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表２　平成26年度細菌チーム検査一覧表（項目数）

病

原

細

菌
菌株サーベイ

小　　　計

自主検査等

小　 　　計

合　　　　　計

細菌担当

細菌担当では，病原細菌，食品細菌，水質細菌関係

の試験検査，調査研究，及び研修等を行っている．

平成 26 年度の業務一覧を表１，２に示す．総検体

数は 3,484 検体，総検査項目数は 9,188 項目であった．

区分別では病原細菌検査 1,470 検体（42.2％），食品

細菌検査 1,282 検体（36.8％），水質細菌検査 732 検

体（21.0％）であった．

１．病原細菌検査

１）行政検査

（１）感染症病原体検査

感染症法に基づき届出のあった腸管出血性大腸菌

（EHEC）感染症患者及び無症状病原体保有者から分

離された菌株 24 株（内 3 株は当センターにて分離）

について，性状確認，血清型別，毒素型別，薬剤感受

性試験及び分子疫学解析を実施し，通知に基づき国立

感染症研究所細菌第一部へ送付した．同所では DNA
型別解析が行われ，結果が還元された．詳細は本年報

資料として別途報告した．

EHEC 感染症以外の三類感染症は，腸チフス患者１

名と細菌性赤痢患者１名の発生があった．患者から分

離された菌株は当センターに搬入され，性状確認や血

清型別等を実施し，通知に基づき国立感染症研究所細

菌第一部へ送付した．同所ではファージ型別や遺伝子

解析等が実施され結果は還元された（表３）．

また，集団発生に係る Salmonella Enteritidis１株

が搬入され，確認検査の後，通知に基づき国立感染症

研究所細菌第一部へ送付した．同所で実施されたファ

ージ型別の結果，47 型であった．

（２）感染症接触者検便等

三類感染症患者の接触者における保菌者検索では，

EHEC 感染症患者の接触者便 41 検体について検査を

実施し，３名の陽性を確認した．また，大腸菌 O157
のベロ毒素（VT）産生性確認の依頼が１件あり，PCR
法を実施して VT 遺伝子を保有しないことを確認した．

（３）結核菌分子疫学調査

平成 25 年度から当センターでは，奈良県結核菌分

子疫学調査事業実施要綱に基づき県内の結核患者から

分離された結核菌について，菌株を保存するとともに

遺伝子型別を実施している．

平成 26 年度は結核菌 30 株が搬入され，JATA(12) 
-VNTR 法による遺伝子型別を実施して結果を保健所

へ報告した．同時に，各菌株の JATA(12)-VNTR 型か

らクラスター形成の確認等を行い，保健所からの患者

情報等も含めた JATA(12)-VNTR型別データベースを

作成して，解析情報を保健所と本庁へ還元した．

２）依頼検査

（１）腸内細菌培養検査

食品衛生法や水道法等に基づき，食中毒や感染症を

防止する目的で県内水道事業者，調理従事者，福祉関

係，保育所等の従事者及び住民より依頼された腸内細

菌培養検査 710 検体延べ 2,077 項目について実施した．

（２）結核菌分子疫学調査

奈良市の結核患者から分離された結核菌について，

平成 25 年度から遺伝子型別を実施している．平成 26
年度は結核菌 19 株について依頼があり，菌株を保存

するとともに JATA(12) -VNTR 法による遺伝子型別

を実施して結果を報告した．

３）菌株サーベイランス

県内の４医療機関の協力により，下痢症患者由来大

腸菌における病原因子関連遺伝子の保有状況調査と，

薬剤耐性菌の一つである基質特異性拡張型 β-ラクタマ

ーゼ（ESBL）産生大腸菌における ESBL 遺伝子の保

有状況調査を実施した．

下痢症患者由来大腸菌の調査では，易熱性毒素（LT），
耐熱性毒素（ST），VT，侵入性因子（invE ），腸管

凝集付着性大腸菌総合的制御因子（aggR ），腸管病

原性大腸菌集束線毛因子（bfpA ），凝集付着性大腸

菌耐熱性毒素（astA ）及びインチミン（eae ）の各

遺伝子について PCR 法により検索した．平成 26 年度

は大腸菌 72 株について検査を実施し，aggR 保有の

O127a:H21（２株），astA 保有の O8:H19，O18:HNM
及び O63:HNM（各１株）を確認した．

ESBL 産生大腸菌の調査では，５種類の ESBL 遺伝

子（TEM-型，SHV-型，CTX-M-型のうち CTX-M-1
グループ（G），CTX-M-2G 及び CTX-M-9G）につい

て PCR 法により検索した．平成 26 年度は大腸菌 255
株について検査を実施した結果，252 株で１種類以上

の遺伝子を確認した．もっとも多く検出した遺伝子は

CTX-M-9G の 198 株で，７割以上の菌株が保有してい

た．続いて多い順に TEM-型が 112 株，CTX-M-1G が

46 株，SHV-型と CTX-M-2G が各６株となり，協力医

療機関が増えて収集菌株数も増加したが，各遺伝子の

検出割合は例年と同様の傾向を示していた．遺伝子未

検出であった３株のうち，１株は培養確認で ESBL 産

生性の特徴を示したが，２株は示さなかった．また，
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発生月 疾患 果結査検種菌齢年者患別性者患

10月 　腸チフス 女 35 Salmonella Typhi ファージ型：E1，NA耐性

３月 　細菌性赤痢 女 82 Shigella flexneri 2b ipaH及びinv E陽性

表３　平成26年度感染症法関連菌株一覧

表４　平成26年度食中毒検査

人由来 食品由来 合計 人由来 食品由来 合計

1 1 4月23日 郡山 1 0 1 10 0 10

2 2 5月6日 桜井 6 0 6 54 0 54

3 3 6月3日 郡山 5 0 5 50 0 50

4 6月24日 桜井 8 0 8 80 0 80

5 6月25日 桜井 6 0 6 60 0 60 ウエルシュ菌

5 6 8月15日 郡山 1 0 1 10 0 10

6 7 8月16日 郡山 1 0 1 10 0 10 C.jejuni

7 8 9月4日 郡山 4 0 4 40 0 40 C.jejuni

8 9 9月26日 葛城 1 0 1 10 0 10 C.jejuni，S. Infantis

9 10 9月30日 郡山 1 0 1 10 0 10

10 11 11月17日 郡山 4 5 9 40 42 82 セレウス菌

11 12 11月18日 郡山 2 0 2 20 0 20

13 11月18日 吉野 2 0 2 4 0 4 黄色ブドウ球菌

14 11月20日 吉野 1 0 1 1 0 1

15 11月26日 吉野 3 0 3 6 0 6

13 16 12月14日 郡山 1 0 1 10 0 10

17 12月18日 吉野 1 0 1 10 0 10 C.jejuni

18 12月20日 郡山 1 0 1 10 0 10 C.jejuni

15 19 1月7日 郡山 0 4 4 0 8 8

16 20 1月17日 葛城 1 0 1 10 0 10

21 1月20日 桜井 1 0 1 10 0 10

22 1月21日 桜井 1 0 1 10 0 10

23 1月21日 桜井 1 0 1 10 0 10

24 1月21日 吉野 1 0 1 10 0 10

19 25 3月11日 郡山 2 0 2 20 0 20

20 26 3月11日 葛城 1 0 1 10 0 10 C.coli

57 9 66 515 50 565合　　　　計

17

項目数
検出菌

4

12

14

事例
番号

依頼
番号

月日 保健所
検体数

18

２．食品細菌検査

１）行政検査

（１）食中毒及び行政上必要とする事例の細菌検査

食品の行政検査では，食中毒関連検査 66 検体延べ

565 項目，食品苦情，食品施設に立ち入る保健所の職

員の検便等，行政上必要とする検査 137 検体延べ 614

項目，計 203 検体延べ 1,179 項目について検査を実施

した（表１, ２）．

食中毒関連検査において，人由来である糞便，吐物

を 57 検体延べ 515 項目，食品由来である検食，残食

及び食品製造施設のふきとり材料等の検査を９検体延

べ 50 項目実施した. 
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県外事例も含め，食中毒菌が検出されたのは 8 事例

で，内訳はカンピロバクター５事例，サルモネラ属菌，

黄色ブドウ球菌，セレウス菌，及びウエルシュ菌が各

１事例であった（表４）．

（２）食品の収去検査

県くらし創造部が定めた平成 26 年度収去検査実施

要領に基づき，県内５保健所が収去した各種食品等

361 検体延べ 1,021 項目について検査した（表５）．

食品衛生法（規格基準）の違反は 55 検体中１検体

あり,アイスクリーム類で大腸菌群が陽性であった. 
衛生規範等の国指導基準においては，52 検体中，洋

生菓子 12 検体について基準違反があり，10 検体が大

腸菌群陽性で，1 検体が黄色ブドウ球菌陽性で，4 検

体が細菌数の基準を超過していた（重複あり）．

県の指導基準においては，239 検体中 17 検体の基

準違反があり，弁当・そうざい等では細菌数の基準超

過が２検体，E.coli 陽性が９検体, 黄色ブドウ球菌陽

性が１検体であった．和生菓子では細菌数の基準超過

が４検体，E.coli 陽性が１検体，豆腐では大腸菌群陽

性が１検体であった（重複あり）．

また，食鳥肉４検体全てから E.coli 及び C.jejuni を
検出し，内２検体からは 1 菌種ずつ S .Manhattan 及

びS.Schwarzengrundを検出した（重複あり）（表５）．

２）依頼検査

県内の食品製造業，食品流通業界，病院，学校等か

ら依頼のあった各種食品やオシボリ等 62 検体延べ

146 項目について検査を行った（表１, ２）．

３）食品検査業務管理（GLP）
GLP の一環として外部精度管理，内部精度管理，及

び機器点検を実施した．外部精度管理は，ハンバーグ

中の E.coli 検査及びマッシュポテト中の黄色ブドウ球

菌検査の２項目４検体について実施し，全て良好な結

果であった．内部精度管理は，一般細菌数測定を６回

実施し，全て良好な結果であった．機器の点検は，25
機種について定期点検を各年１回及び使用時毎の点検

を実施した．

況状出検等菌毒中食び及容内数適不数目項数体検名品食

［規格基準］

21乳牛

アイスクリーム類 6 12 1 大腸菌群 (１)

発酵乳・乳酸菌飲料 2 4

2121水料飲涼清

515品製肉食

生食用鮮魚介類 13 26 V.furnissii (1)

0201品食凍冷

716卵液

［衛生規範等］

）1（菌球ウドブ色黄，)01(群菌腸大，)4(数菌細2111173子菓生洋

めん類（ゆでめん） 6 18

漬物（浅漬） 9 18

［県指導基準］

弁当・そうざい等 180 549 12 細菌数 (2)，E.coli (9)，黄色ブドウ球菌（1）

カットフルーツ･カット野菜 5 30

)1(iloc.E，)4(数菌細411173子菓生和

)1(群菌腸大14371腐豆

［その他］

214肉鳥食
E.coli（4），C.jejuni（4）
S .Manhattan（1），S .Schwarzengrund（1）

515卵

ソフトクリーム 3 6

31くゃにんこ

62詰缶

03120,1163合　　　計

表５　平成26年度食品収去検査

発生月 疾患 果結査検種菌齢年者患別性者患

10月 　腸チフス 女 35 Salmonella Typhi ファージ型：E1，NA耐性

３月 　細菌性赤痢 女 82 Shigella flexneri 2b ipaH及びinv E陽性

表３　平成26年度感染症法関連菌株一覧

表４　平成26年度食中毒検査

人由来 食品由来 合計 人由来 食品由来 合計

1 1 4月23日 郡山 1 0 1 10 0 10

2 2 5月6日 桜井 6 0 6 54 0 54

3 3 6月3日 郡山 5 0 5 50 0 50

4 6月24日 桜井 8 0 8 80 0 80

5 6月25日 桜井 6 0 6 60 0 60 ウエルシュ菌

5 6 8月15日 郡山 1 0 1 10 0 10

6 7 8月16日 郡山 1 0 1 10 0 10 C.jejuni

7 8 9月4日 郡山 4 0 4 40 0 40 C.jejuni

8 9 9月26日 葛城 1 0 1 10 0 10 C.jejuni，S. Infantis

9 10 9月30日 郡山 1 0 1 10 0 10

10 11 11月17日 郡山 4 5 9 40 42 82 セレウス菌

11 12 11月18日 郡山 2 0 2 20 0 20

13 11月18日 吉野 2 0 2 4 0 4 黄色ブドウ球菌

14 11月20日 吉野 1 0 1 1 0 1

15 11月26日 吉野 3 0 3 6 0 6

13 16 12月14日 郡山 1 0 1 10 0 10

17 12月18日 吉野 1 0 1 10 0 10 C.jejuni

18 12月20日 郡山 1 0 1 10 0 10 C.jejuni

15 19 1月7日 郡山 0 4 4 0 8 8

16 20 1月17日 葛城 1 0 1 10 0 10

21 1月20日 桜井 1 0 1 10 0 10

22 1月21日 桜井 1 0 1 10 0 10

23 1月21日 桜井 1 0 1 10 0 10

24 1月21日 吉野 1 0 1 10 0 10

19 25 3月11日 郡山 2 0 2 20 0 20

20 26 3月11日 葛城 1 0 1 10 0 10 C.coli

57 9 66 515 50 565合　　　　計

17

項目数
検出菌

4

12

14

事例
番号

依頼
番号

月日 保健所
検体数

18

２．食品細菌検査

１）行政検査

（１）食中毒及び行政上必要とする事例の細菌検査

食品の行政検査では，食中毒関連検査 66 検体延べ

565 項目，食品苦情，食品施設に立ち入る保健所の職

員の検便等，行政上必要とする検査 137 検体延べ 614

項目，計 203 検体延べ 1,179 項目について検査を実施

した（表１, ２）．

食中毒関連検査において，人由来である糞便，吐物

を 57 検体延べ 515 項目，食品由来である検食，残食

及び食品製造施設のふきとり材料等の検査を９検体延

べ 50 項目実施した. 
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培養法 LAMP法

1 4月7日 内吉野 浴槽水 1 1 0

2 7月3日 桜井 浴槽水 6 6(1) 0 L.pneumophila SG9

3 7月22日 桜井 浴槽水 1 1 0

4 11月27日 葛城 浴槽水 5 5 0

5 12月11日 葛城 浴槽水 5 0 5(3)

6 1月7日 郡山
浴槽水
その他

1
4

0 5

7 1月7日 葛城 ふきとり 6 6(1) 6(2) L.pneumophila  SG1,6

8 3月25日 中和
ふきとり
浴槽水

3
3

6 6(2)

35 25(2) 22(7)合　　　計

項目数(陽性)
検体数

表６　平成26年度水質行政検査（レジオネラ属菌）

事例
番号

菌出検別類種体検所健保日月

３．水質細菌検査

１）行政検査

飲料水４検体延べ８項目，レジオネラ症患者発生に

伴う公衆浴場や福祉施設の浴槽水等のレジオネラ属菌

について 35検体延べ 47項目について検査を実施した．

レジオネラ属菌については LAMP 法にて７検体よ

り陽性を認め，培養法からは２検体より Legionella 
pneumophila 血清型９，１及び６を検出した（表６）．

２）依頼検査

飲料水は 446 検体延べ 892 項目について，プール水

は 129 検体延べ 252 項目について一般細菌数，大腸菌

の検査を実施した．浴場水については 90 検体延べ 146
項目についてレジオネラ属菌，大腸菌群の検査を実施

した（表１, ２）．

３）外部精度管理

平成 26 年度厚生労働科学研究補助金健康安全・危

機管理対策総合研究事業「レジオネラ検査の標準化及

び消毒等に係る公衆浴場等における衛生管理手法に関

する研究」において実施された「レジオネラ属菌検査

外部精度管理」に参加し，送付された試料（BioBall）
について検査を実施し，良好な結果であった. 
４．技術等相談

電話や来所による相談が 21 件あった．内容は，病

原細菌検査に関するもの 13 件，食品細菌検査に関す

るもの 6 件，水質細菌検査に関するもの２件であった．

その対応として他機関への紹介が２件，情報提供が 16
件，当センターでの検査が３件であった．

５．調査研究等

１）調査研究

県内の結核患者から分離された結核菌の分子疫学

解析に関する研究［田邉 純子］

JATA(12)-VNTR 法の型別能を補うため３領域を

追加した JATA(15)-VNTR 法について実施を検討し，

保有する結核菌のデータを蓄積し解析した．また結核

菌の遺伝系統である北京型と非北京型の分類を PCR
法で実施し，県内結核菌の傾向について調査した．

２）事業に係る技術等検討

以下の５題について事業に係わる技術等検討を実

施した．

①レジオネラ属菌検査における検体処理方法の検討お

よびマニュアルの作成［田口 和子］

レジオネラ属菌検査における検体の前処理について，

酸処理及び熱処理の比較検討を行い，さらに酸処理に

ついては処理時間の検討も行った．改善した内容を踏

まえてマニュアルを作成した．

②収去食品中のセレウス菌検出状況検査［瀬口 修

一］

収去食品を中心としたセレウス菌の検出状況を検

査した結果，305 検体中 23 検体(7.5%)から検出を認

めた．検出した食品は，弁当，総菜等や和生菓子，洋

生菓子，豆腐などであった．

③奈良県内で分離されたサルモネラ，カンピロバクタ

ー及び大腸菌の薬剤感受性動向調査［吉田 孝子］

平成 26 年度の収去検査，依頼検査及び食中毒検査

により検出したサルモネラ，カンピロバクター及び大
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腸菌について薬剤耐性菌の浸淫状況を調査した．

④ESBL 産生大腸菌における薬剤耐性遺伝子の型別

解析［辻本 真弓］

医療機関から収集したESBL産生大腸菌について，

表現型の確認をした後，PCR 法による ESBL 遺伝子

型別を実施して各遺伝子の検出状況を調査した．

⑤SOP 改正に向けた食品細菌におけるリアルタイム

PCR 法の検討［阿部 剛士］

肉や野菜を原因とする食中毒の主要病原微生物で

ある腸管出血性大腸菌の VT 遺伝子検査法としてリ

アルタイム PCR 法を検討し，SOP を改正した．

３）新型インフルエンザ等新興・再興感染症研究事業

（厚生労働科学研究事業）

「病原体解析手法の高度化による効率的な食品由来

感染症探知システムの構築に関する研究」における平

成 26 年度近畿ブロック分担研究に参加し，EHEC 

O157 の IS-printing System（IS）法の精度管理と近

畿 IS データベースへの登録，及びパルスフィールド・

ゲル電気泳動（PFGE）法の精度管理について実施し

報告した．

平成 25 年度からは「成人の重症肺炎サーベイラン

ス構築に関する研究」（奈良県担当分担研究者：笠原

敬・奈良県立医科大学感染症センター）に協力し，県

内で報告された侵襲性肺炎球菌感染症及び侵襲性イン

フルエンザ菌感染症の各患者から分離された肺炎球菌

とインフルエンザ菌について，血清型決定等のため国

立感染症研究所細菌第一部へ菌株を送付している．平

成 26 年度は，保健所を経由して搬入された肺炎球菌

19 株とインフルエンザ菌２株を国立感染症研究所へ

送付した．還元された検査結果は，担当保健所を通じ

て協力医療機関へ報告された．

培養法 LAMP法

1 4月7日 内吉野 浴槽水 1 1 0

2 7月3日 桜井 浴槽水 6 6(1) 0 L.pneumophila SG9

3 7月22日 桜井 浴槽水 1 1 0

4 11月27日 葛城 浴槽水 5 5 0

5 12月11日 葛城 浴槽水 5 0 5(3)

6 1月7日 郡山
浴槽水
その他

1
4

0 5

7 1月7日 葛城 ふきとり 6 6(1) 6(2) L.pneumophila  SG1,6

8 3月25日 中和
ふきとり
浴槽水

3
3

6 6(2)

35 25(2) 22(7)合　　　計

項目数(陽性)
検体数

表６　平成26年度水質行政検査（レジオネラ属菌）

事例
番号

菌出検別類種体検所健保日月

３．水質細菌検査

１）行政検査

飲料水４検体延べ８項目，レジオネラ症患者発生に

伴う公衆浴場や福祉施設の浴槽水等のレジオネラ属菌

について 35検体延べ 47項目について検査を実施した．

レジオネラ属菌については LAMP 法にて７検体よ

り陽性を認め，培養法からは２検体より Legionella 
pneumophila 血清型９，１及び６を検出した（表６）．

２）依頼検査

飲料水は 446 検体延べ 892 項目について，プール水

は 129 検体延べ 252 項目について一般細菌数，大腸菌

の検査を実施した．浴場水については 90 検体延べ 146
項目についてレジオネラ属菌，大腸菌群の検査を実施

した（表１, ２）．

３）外部精度管理

平成 26 年度厚生労働科学研究補助金健康安全・危

機管理対策総合研究事業「レジオネラ検査の標準化及

び消毒等に係る公衆浴場等における衛生管理手法に関

する研究」において実施された「レジオネラ属菌検査

外部精度管理」に参加し，送付された試料（BioBall）
について検査を実施し，良好な結果であった. 
４．技術等相談

電話や来所による相談が 21 件あった．内容は，病

原細菌検査に関するもの 13 件，食品細菌検査に関す

るもの 6 件，水質細菌検査に関するもの２件であった．

その対応として他機関への紹介が２件，情報提供が 16
件，当センターでの検査が３件であった．

５．調査研究等

１）調査研究

県内の結核患者から分離された結核菌の分子疫学

解析に関する研究［田邉 純子］

JATA(12)-VNTR 法の型別能を補うため３領域を

追加した JATA(15)-VNTR 法について実施を検討し，

保有する結核菌のデータを蓄積し解析した．また結核

菌の遺伝系統である北京型と非北京型の分類を PCR
法で実施し，県内結核菌の傾向について調査した．

２）事業に係る技術等検討

以下の５題について事業に係わる技術等検討を実

施した．

①レジオネラ属菌検査における検体処理方法の検討お

よびマニュアルの作成［田口 和子］

レジオネラ属菌検査における検体の前処理について，

酸処理及び熱処理の比較検討を行い，さらに酸処理に

ついては処理時間の検討も行った．改善した内容を踏

まえてマニュアルを作成した．

②収去食品中のセレウス菌検出状況検査［瀬口 修

一］

収去食品を中心としたセレウス菌の検出状況を検

査した結果，305 検体中 23 検体(7.5%)から検出を認

めた．検出した食品は，弁当，総菜等や和生菓子，洋

生菓子，豆腐などであった．

③奈良県内で分離されたサルモネラ，カンピロバクタ

ー及び大腸菌の薬剤感受性動向調査［吉田 孝子］

平成 26 年度の収去検査，依頼検査及び食中毒検査

により検出したサルモネラ，カンピロバクター及び大
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ウイルス・疫学情報担当

ウイルス・疫学情報担当では，行政検査を中心に調査

研究，情報発信等を行っている．行政検査は感染症予防

対策事業，新型インフルエンザ対策事業，エイズ対策促

進事業，食品の検査による安全確認事業等に基づき実施

した．また，奈良県感染症発生動向調査事業実施要綱に

基づき保健研究センターに設置された感染症情報センタ

ーを担当している．

平成 26 年度に実施した業務概況は次のとおりである．

１．検査に関わる業務概況

感染症予防対策事業，新型インフルエンザ対策事業及

びエイズ対策促進事業は,「感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律」において大きな柱に位置

づけられている．当センターでは奈良県感染症発生動向

調査事業実施要綱に従い，病原体定点医療機関から搬入

された検体についてウイルス検査を実施している．さら

に感染症発生動向調査事業の一環として実施している感 

表１ 平成 26年度 ウイルス検査一覧表（検体数） 

染症流行予測調査事業は,集団免疫の現況及び病原体検

索の調査を行い，予防接種の効果を高めることを目的

とし，当センターでは今年度よりポリオ感染源調査(環境

水からのポリオウイルス分離・同定)を実施した．また，

食品衛生法に基づく食中毒検査を行った．

検出した病原体に関する情報は，患者への適切な医療

の提供と感染症等の発生の予防及びまん延防止のため，

感染症情報センターが発信する週報・月報を通じて医療

機関及び教育関係機関等に提供した． 

１）感染症発生動向調査事業（表１，２，３，４，５） 

奈良県感染症発生動向調査事業実施要綱に従い，各病

原体定点医療機関（奈良市依頼検査を含む）から搬入さ

れた臨床検体について検査を行った．検体の種類及び数

は，咽頭ぬぐい液 236 件(奈良市：71 件)，便 189 件(奈良

市：14 件)，髄液 15 件(奈良市：4 件)，血清・他 8 件(奈
良市：1 件)の計 448 件である．これらについて，遺伝子

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

咽頭ぬぐい液 30 17 10 3 8 8 16 17 14 16 10 16 165

便 14 8 12 3 2 9 6 15 21 4 25 56 175

1122421液髄

71312他・清血

11 27 9 8 1 14 2 9 8 89

4 18 7 4 33

6 6 6 6 6 6 36

211査検認確VIH

食中毒検査 1 27 17 1 4 19 17 35 8 6 135

9 16 11 5 4 9 6 1 3 64

66 96 61 17 23 40 46 85 79 63 55 86 717

咽頭ぬぐい液 3 2 6 12 12 12 1 3 10 8 2 71

便 3 1 1 2 2 1 4 14

4211液髄

11他・清血

3 5 6 13 14 15 1 5 12 14 2 90

69 101 67 30 37 55 47 90 91 77 55 88 807

　　　　              　　　  　　　月
 検査

エイズ対策

その他（1から5類感染症疑い）

行
政
検
査 流行予測調査(環境水ポリオ)

感染症発生
動向調査

ウイルス分離

集団感染症(ノロウイルス等)

インフルエンザ施設別発生状況

総　　計

食品の検査による安全確認

感染症発生動向
調査（奈良市）

ウイルス分離
依
頼
検
査

小　計

小　計
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表２ 平成 26年度 ウイルス検査一覧表（項目数） 

検査及び培養細胞 (RD-A,  HEp-2,  Vero,  A549 及び

MDCK) を使用しウイルス分離を行った．ウイルスを分

離した検体については血清学的検査及び遺伝子学的検査

によって同定を行った．

（１）小児疾患関連ウイルス検出状況（表３） 

ヘルパンギーナ，手足口病，無菌性髄膜炎などの原因

ウイルスとされるエンテロウイルスは，年間を通し検出

し，コクサッキーウイルスA 群が 22 株（2 型 7 株，4 型

2株，5型3株，9型4株，16型6株），コクサッキーウ

イルスB群が2株（5型のみ），エコーウイルス（3型
2株，5型1株，11型1株，30型6株）を10株検出した．

26年度のエンテロウイルスによる疾患は手足口病およ

びヘルパンギーナの発生が少なく，昨年度流行したコク

サッキーウイルスA群6型とエンテロウイルス71型は

1株も検出しなかった．今年度の特徴は全国的に検出

例が多数認められたパレコウイルス3型が，手足口病，

ヘルパンギーナの臨床診断の検体から7株検出したこと

などが挙げられる．その他，手足口病ではコクサッキ

ーウイルスA群16型，ヘルパンギーナからコクサッキ

ーウイルスA群2型を主に検出した．無菌性髄膜炎から

検出したウイルスはエコーウイルス30型のみであった. 

呼吸器系疾患の代表的な原因ウイルスであるインフル

エンザウイルスは，計39株を分離・検出した．内訳は，

AH1pdm09(2株)，AH3(27株)，B型(10株)で，MDCK
細胞によるウイルス分離は29株(74%)であった．今シ

ーズンはインフルエンザの流行の始まりが例年より早

く，AH3が主流で2月以降からはB型（B:yamagata）
を検出した．ウイルス分離では，MDCK細胞で細胞変

性効果：CPEが確認されたが，HA価が上昇しない株

が，AH3で27株中3株に認められ，これら3株について

は培養上清を50倍希釈しリアルタイムPCR法で亜型を

確認した．インフルエンザ以外の呼吸器感染症を疑う

検体からは，RSウイルス17株, ヒトメタニューモウイ

ルス11株，パラインフルエンザウイルス2型を2株検出

した．RSウイルスは，近年では夏以降に検出例が多く  
今年度も同様な傾向がみられた．ヒトメタニューモウ

イルスの検出は3月～5月と例年どおりであった.
感染性胃腸炎を疑う検体（便）からは，多種のウイル

スを年間を通して検出した．検出が多かったウイルスは

ノロウイルス46株，A群ロタウイルス39株，サポウイ

ルス14株，アデノウイルス2型2株，3型1株，腸管アデ

ノウイルス40/41型2株であった．そのうち重複感染事

例はノロウイルスGⅡとアデノウイルス2型およびコク 

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

咽頭ぬぐい液 120 68 40 12 32 32 64 68 56 64 40 64 660

便 56 32 48 12 8 36 24 60 84 16 100 224 700

44886184液髄

8242148他・清血

30 61 52 16 2 52 36 20 28 297

4 18 7 4 33

6 6 6 6 6 6 36

422査検認確VIH

食中毒検査 2 54 17 2 8 38 34 38 14 12 219

12 16 12 6 8 9 6 1 3 73

224 233 177 36 66 113 130 210 239 161 177 328 2,094

咽頭ぬぐい液 12 8 24 48 48 48 4 12 40 32 8 284

便 12 4 4 8 8 4 16 56

61844液髄

44他・清血

12 20 24 52 56 60 4 20 48 56 8 360

236 253 201 88 122 173 134 230 287 217 177 336 2,454総　　計

流行予測調査(ポリオウイルス)

エイズ対策

その他（1から5類感染症疑い）

小　計

依
頼
検
査

小　計

感染症発生動向
調査（奈良市）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月
　　検査

行
政
検
査

ウイルス分離

ウイルス分離

集団感染症(ノロウイルス等)

食品の検査による安全確認

感染症発生
動向調査

インフルエンザ施設別発生状況

ウイルス・疫学情報担当

ウイルス・疫学情報担当では，行政検査を中心に調査

研究，情報発信等を行っている．行政検査は感染症予防

対策事業，新型インフルエンザ対策事業，エイズ対策促

進事業，食品の検査による安全確認事業等に基づき実施

した．また，奈良県感染症発生動向調査事業実施要綱に

基づき保健研究センターに設置された感染症情報センタ

ーを担当している．

平成 26 年度に実施した業務概況は次のとおりである．

１．検査に関わる業務概況

感染症予防対策事業，新型インフルエンザ対策事業及

びエイズ対策促進事業は,「感染症の予防及び感染症の患

者に対する医療に関する法律」において大きな柱に位置

づけられている．当センターでは奈良県感染症発生動向

調査事業実施要綱に従い，病原体定点医療機関から搬入

された検体についてウイルス検査を実施している．さら

に感染症発生動向調査事業の一環として実施している感 

表１ 平成 26年度 ウイルス検査一覧表（検体数） 

染症流行予測調査事業は,集団免疫の現況及び病原体検

索の調査を行い，予防接種の効果を高めることを目的

とし，当センターでは今年度よりポリオ感染源調査(環境

水からのポリオウイルス分離・同定)を実施した．また，

食品衛生法に基づく食中毒検査を行った．

検出した病原体に関する情報は，患者への適切な医療

の提供と感染症等の発生の予防及びまん延防止のため，

感染症情報センターが発信する週報・月報を通じて医療

機関及び教育関係機関等に提供した． 

１）感染症発生動向調査事業（表１，２，３，４，５） 

奈良県感染症発生動向調査事業実施要綱に従い，各病

原体定点医療機関（奈良市依頼検査を含む）から搬入さ

れた臨床検体について検査を行った．検体の種類及び数

は，咽頭ぬぐい液 236 件(奈良市：71 件)，便 189 件(奈良

市：14 件)，髄液 15 件(奈良市：4 件)，血清・他 8 件(奈
良市：1 件)の計 448 件である．これらについて，遺伝子

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

咽頭ぬぐい液 30 17 10 3 8 8 16 17 14 16 10 16 165

便 14 8 12 3 2 9 6 15 21 4 25 56 175

1122421液髄

71312他・清血

11 27 9 8 1 14 2 9 8 89

4 18 7 4 33

6 6 6 6 6 6 36

211査検認確VIH

食中毒検査 1 27 17 1 4 19 17 35 8 6 135

9 16 11 5 4 9 6 1 3 64

66 96 61 17 23 40 46 85 79 63 55 86 717

咽頭ぬぐい液 3 2 6 12 12 12 1 3 10 8 2 71

便 3 1 1 2 2 1 4 14

4211液髄

11他・清血

3 5 6 13 14 15 1 5 12 14 2 90

69 101 67 30 37 55 47 90 91 77 55 88 807

　　　　              　　　  　　　月
 検査

エイズ対策

その他（1から5類感染症疑い）

行
政
検
査 流行予測調査(環境水ポリオ)

感染症発生
動向調査

ウイルス分離

集団感染症(ノロウイルス等)

インフルエンザ施設別発生状況

総　　計

食品の検査による安全確認

感染症発生動向
調査（奈良市）

ウイルス分離
依
頼
検
査

小　計

小　計

－ 27 －



サッキーウイルスB群5型の事例をそれぞれ1例ずつ分

離・検出した．またエンテロウイルスについてはエコ

ーウイルス30型2株．コクサッキーウイルスA群9型, コ
クサッキーウイルスB群5型を各1株検出した. 
アデノウイルスは特に季節性はなく，年間を通し検出

し1型5株，2型7株，3型5株の計3種17株をHEp-2

細胞およびA549細胞で分離した．分離したウイルスは

中和反応試験により型同定を行った．臨床診断として

3型は咽頭結膜熱，2型は扁桃炎患者から採取されたも

のが多くヘルパンギーナ等,発疹を伴う疾患からも検出

例があり，臨床症状は多彩であった. 

表３ 平成 26年度 感染症発生動向調査事業によるウイルス検出状況 

　　　　　　　　　　　　月
    病原体

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

51211型1スルイウノデア

7223型2スルイウノデア

5113型3スルイウノデア

211型14/04スルイウノデア

7142型2群Aスルイウーキッサクコ

211型4群Aスルイウーキッサクコ

321型5群Aスルイウーキッサクコ

4121型9群Aスルイウーキッサクコ

6222型61群Aスルイウーキッサクコ

211型5群Bスルイウーキッサクコ

211型3スルイウーコエ

11型5スルイウーコエ

11型11スルイウーコエ

61212型03スルイウーコエ

81413721型3スルイウコレパトヒ

33TNスルイウコレパトヒ

43191Bスルイウボルパ

ライノウイルス 11

11型6スルイウスペルヘトヒ

321型7スルイウスペルヘトヒ

821010161型3HAスルイウザンエルフンイ

2290mdp1HAスルイウザンエルフンイ

012215型Bスルイウザンエルフンイ

11型2スルイウザンエルフンイラパ

712326211スルイウSR

8323スルイウモーュニタメトヒ

ノロウイルス GⅠ 1 1

05659018246ⅡGスルイウロノ

31252211スルイウポサ

149232142）群A（スルイウタロ

合   　計 24 16 18 11 9 18 8 32 28 24 20 46 254

－ 28 －



表４ 平成 26年度 集団感染症発生状況調査 

（２）集団感染症発生状況調査（表４） 

幼稚園，小･中学校及び介護老人施設等の施設で発生し

た集団感染症事例は7 月～9 月を除くすべての月で発生

が認められた．全体で89例の依頼がありノロウイルス，

サポウイルス，ロタウイルス等の検査を実施し原因ウイ

ルスの特定を行った．依頼検体総数は89検体で，うちノ

ロウイルスGⅠを4例，ノロウイルスGⅡを51例，サポ

ウイルスを4例，A群ロタウイルスを5例検出した. 

（３）感染症流行予測調査事業（表５） 

平成 25 年度よりポリオ感染源調査として流入下水を

対象とした環境水サーベイランスが導入された．本調

査は経口生ポリオワクチンから不活化ポリオワクチン

への切り替えに伴い，輸入例が想定されるポリオウイル

スの監視を目的としている．奈良県では，平成25年11月よ

り予備調査を実施し，平成26年度から本調査を開始した. 
県内一カ所の下水処理場において，流入下水を毎月1回

採水し陰電荷膜法により下水を100倍濃縮し，培養細胞

によるウイルス分離を行った．流入下水ではエンテロ

ウイルス等が副次的に検出されるため，細胞変性効果

（CPE）が認められた検体については，ポリオウイルスに

特異性のあるL20B細胞に再度接種しポリオウイルスの

有無の確認を行った．調査期間の7月～12月の採水では，

ポリオウイルスの検出はなかった．その他，非ポリオウ

イルスとしてはエコーウイルス11型，コクサッキーウ

イルスB群5型，エコーウイルス3型を複数例検出した.

２）新型インフルエンザ対策事業（表６）

インフルエンザ流行の端緒を把握し，早期に対策をと

ることを目的として，各保健所管轄内で初発のインフル

エンザ集団感染事例について，うがい液からの検査を実

施した．初発事例は10月3日，奈良市保健所管内で発生

したもので, うがい液4検体中1例からAH3亜型を検出

した．次発例は11月19日葛城保健所管内，11月26日桜井

保健所管内，11月28日郡山保健所管内と県北部および

中部で流行が認められた．県南部の流行は12月16日内

吉野保健所管内，約一か月後に吉野保健所管内で流行 

検出した. MDCK細胞でのウイルス分離は20例中6例
が確認され，検査の結果すべてでAH3亜型(20/33)を

で成立した.

３）エイズ対策促進事業（表１）

平成17年度から各保健所内での迅速検査・診断が開

始されたため当センターでのHIV抗体検査は疑陽性検

体の確認検査のみとなっている．5月に桜井保健所，

1月に葛城保健所から計2件の依頼があり，いずれも確

認検査で陽性を確認した．その他，各保健所で毎週実

施するエイズ無料相談・検査時に用いる迅速診断キッ

ト，検査試薬及び消耗品等の配布を毎月行った．

４）１類から５類感染症疑い検査（表７）

（１）麻しん,風しん疑い検査：麻しん疑い9事例25件,
風しん疑い8事例21件の依頼があり，麻しん1例で陽性

（B3型）を確認した．患者は3月15日から20日までフ

ィリピン（セブ島）に滞在，帰国後，3月26日に発症

し麻しんと診断された海外感染事例で，咽頭拭い液，

他の16事例についてはすべて陰性であった．

血液，尿の全ての検体からウイルスを検出した．その

（２）デング熱・チクングニア熱疑い検査：海外感染

例および70年ぶりに国内での感染をうけて，疑い患者

例14例について検査を実施し，2例の陽性を確認した．

1例目は，8月9日から14日までフィリピンに滞在中，

蚊に刺されており帰国後，20日より発熱，発疹，関節

痛などの症状を呈しデング熱と診断された事例で，デ

ングウイルス2型を検出した．2例目は本県在住のフィ

リピン人で8月29日から9月6日まで帰省し，再来日後

の10日より発症した海外感染例で，デングウイルス4型
を検出した．また，チクングニアウイルスについても

海外感染例について同時に検索した結果1例陽性を確認

した．患者は7月12日から20日までの期間，インドネシ

アに滞在，帰国後2日目に突然の発熱と四肢体幹の発疹

を認める症例で同疾患が疑われた事例であった．

（３）SFTS・日本紅斑熱疑い検査：38℃以上の発熱，

血小板減少，白血球減少，消化器症状，AST/ALT/LDH

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

98892411897211

431ⅠGスルイウロノ

15729187215ⅡGスルイウロノ

5131スルイウタロ群A

サポウイルス 4 4

月

検体数（便）

陽
性
数

サッキーウイルスB群5型の事例をそれぞれ1例ずつ分

離・検出した．またエンテロウイルスについてはエコ

ーウイルス30型2株．コクサッキーウイルスA群9型, コ
クサッキーウイルスB群5型を各1株検出した. 
アデノウイルスは特に季節性はなく，年間を通し検出

し1型5株，2型7株，3型5株の計3種17株をHEp-2

細胞およびA549細胞で分離した．分離したウイルスは

中和反応試験により型同定を行った．臨床診断として

3型は咽頭結膜熱，2型は扁桃炎患者から採取されたも

のが多くヘルパンギーナ等,発疹を伴う疾患からも検出

例があり，臨床症状は多彩であった. 

表３ 平成 26年度 感染症発生動向調査事業によるウイルス検出状況 

　　　　　　　　　　　　月
    病原体

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

51211型1スルイウノデア

7223型2スルイウノデア

5113型3スルイウノデア

211型14/04スルイウノデア

7142型2群Aスルイウーキッサクコ

211型4群Aスルイウーキッサクコ

321型5群Aスルイウーキッサクコ

4121型9群Aスルイウーキッサクコ

6222型61群Aスルイウーキッサクコ

211型5群Bスルイウーキッサクコ

211型3スルイウーコエ

11型5スルイウーコエ

11型11スルイウーコエ

61212型03スルイウーコエ

81413721型3スルイウコレパトヒ

33TNスルイウコレパトヒ

43191Bスルイウボルパ

ライノウイルス 11

11型6スルイウスペルヘトヒ

321型7スルイウスペルヘトヒ

821010161型3HAスルイウザンエルフンイ

2290mdp1HAスルイウザンエルフンイ

012215型Bスルイウザンエルフンイ

11型2スルイウザンエルフンイラパ

712326211スルイウSR

8323スルイウモーュニタメトヒ

ノロウイルス GⅠ 1 1

05659018246ⅡGスルイウロノ

31252211スルイウポサ

149232142）群A（スルイウタロ

合   　計 24 16 18 11 9 18 8 32 28 24 20 46 254

－ 29 －



依頼があった．6月4日に採血された血清および咽頭ぬぐ

/CK値上昇等の臨床所見から本疾患疑いで1事例の検査

い液，尿について検査を実施したがSFTSについてはすべ

て陰性であった．この事例では，全血による日本紅斑熱

リケッチアの検査も同時に実施したが陰性であった．

（４）A型肝炎疑い検査：5月に海外渡航歴のない事例，

7月には感染地域としてラオスでの感染が疑われた2事
例の依頼があり，いずれもA型肝炎ウイルスを検出し

遺伝子解析の結果，ともに1Aと分類した.

５）食中毒（疑）等検査（表８）

ウイルスが原因であると疑われた食中毒 21 事例につ

いて検査を行った．検査依頼検体総数は糞便 131 検体で，

うち 43 検体からノロウイルスGⅡを,17 検体からノロウ

イルスGⅠを単独で検出した.また,GⅠとGⅡの重複感染

陽性例を 3 件確認した.毎年冬季に多発するノロウイル

スによる食中毒であるが,6 月～8 月を除くすべての月で

発生が認められた. 

検体数 陽性数

奈良市保健所 H26.10.3 4 1 AH3

葛城保健所 H26.11.19 6 5 AH3

桜井保健所 H26.11.26 6 2 AH3

郡山保健所 H26.11.28 6 3 AH3

内吉野保健所 H26.12.16 7 5 AH3

吉野保健所 H27.1.20 4 4 AH3

33 20合　計

保健所名
ウイルス分離

検出ウイルス検体採取日

表６ 平成 26年度 インフルエンザ集団発生状況調査（初発）

表８ 平成 26年度 食中毒（疑）等検査状況

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

1 27 17 1 19 17 35 8 6 131

71161ⅠGスルイウロノ

3456183191ⅡGスルイウロノ

321ⅡG＋ⅠGスルイウロノ

月

検体数（便）

陽
性
数

表７ 平成 26年度 １類～５類行政依頼検査によるウイルス検査状況（項目数）

　　　　　月
　病原体 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

ツツガムシリケッチア 0

日本紅斑熱リケッチア 1 1

デングウイルス 11641

SFTSウイルス 3 3

チクングニアウイルス 8341

麻しんウイルス 5233586

風しんウイルス 126366

A型肝炎ウイルス 211

HIV（1 ,2 ) 211

合計 12 16 12 6 8 9 0 6 0 1 3 0 73

表５ 平成 26年度 感染症流行予測調査事業（環境水からのポリオウイルス分離・同定）

7 8 9 10 11 12 合計

6 6 6 6 6 6 36

0 0 0 0 0 0 0

7115型5群Bスルイウーキッサクコ

321型3スルイウーコエ

7141552型11スルイウーコエ

月

検体数（環境水）

          ポリオウイルス

の
検
索

そ
の
他
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表９ 感染症情報の配信施設分類 

２．感染症情報センター業務概況

奈良県感染症発生動向調査事業実施要綱に基づき，当

保健研究センターに設置される感染症情報センターを担

当している．要綱・同要領に従い，医療機関等からの患

者発生届・報告や病原体検出情報から，感染症の流行状

況を把握･解析し，情報発信を行っている．

１）感染症サーベイランスシステム

奈良県感染症発生動向調査事業実施要綱・同要領に従

い，医療機関で診断された患者について，FAX 等により

管轄の保健所に届出・報告され，各保健所で感染症サー

ベイランスシステム（National Epidemiological 
Surveillance of Infectious Disease：NESID）に登録さ

れる．その内容について，感染症情報センターで確認を

行い，中央感染症疫学センター（国立感染症研究所）に

送付している．

平成 26 年度には，全数把握対象疾患については，476
件の届出があった（届出基準に合致しない等の理由で削

除された 33 件を含む）．定点把握対象疾患については，

知事が定点医療機関として指定した延べ 112 件の医療機

関から毎週または毎月報告があった．

届出・報告内容について，感染症拡大の未然防止のた

め，希少感染症の届出・患者数の急増などを把握・解析

し，必要に応じて情報発信を行った．また，流行する疾

患については，原因病原微生物の詳細解明のため，病原

体定点等に依頼して検体を積極的に確保し，その検査結

果を情報還元することで，流行様式について適時に情報

提供できたと考えている．

２）「奈良県感染症情報」の発行（表９） 

週単位で報告される疾患等について，中央感染症情報

センターで集約・還元される全国情報と併せてとりまと

め，「奈良県感染症情報」（週報）として毎週発行して

いる．また，月単位で報告される疾患については，上記

に合わせて月 1 回発行している．更に，奈良県感染症発

生動向調査により検出した病原体情報についても，併せ

て情報提供した．発行手段としては，保健研究センター

内への掲示，感染症情報センターホームページへの掲載

に加え，関係機関（医師会，教育機関，福祉関係施設等）

へ配信している．医師会からは，医師会感染症部理事等

へメーリングリストで配信（27 件）及び各地区医師会経

由で医療機関へ FAX 送信等（282 件）された．また平成

26 年度からは，奈良県薬剤師会のご協力により，奈良県

薬剤師会が発行するメールマガジン及びホームページに

奈良県感染症情報（週報）の更新を掲示いただけること

となった．更に，当センターからメールによる直接配信

も継続しており，平成26 年度の配信先数は 485 件であ

った（表９）． 

学校等機関において，県内全施設のおよそ 1/3 には配

信していることになるが，今後も配信先の増数を模索し

ていきたい．

施設分類 件数 施設分類 件数 

乳児院 2 児童養護施設 6 

幼稚園 60 母子生活支援施設 1 

保育園 66 特別支援学校 4 

小学校 68 障害者支援施設 25 

中学校 36 介護保険施設 48 

高等学校 28 包括支援センター 5 

中学校・高等学校 3 医療機関 26 

大学 15 役所 46 

専門学校 7 公共施設 26 

教育委員会 12 その他 1 

合計 485 

３）「保健研究センターだより」及び「気になる話題等」

の作成及び奈良新聞への記事提供（表10・11） 

ウイルス検査・研究の状況については「保健研究セン

ターだより」として，また話題の感染症や緊急情報につ

いては「気になる話題」として作成し，「奈良県感染症

情報」に併せて発行した（表10）． 

また 5 月からは，奈良新聞に感染症発生状況を毎週，

また感染症に関するコラムを月 1 回で，記事提供を開始

した（表11）． 

４）感染症情報センターホームページ

感染症情報センターは，保健研究センターとは別に ID
を取得し，独自に運営している．

「奈良県感染症情報」に関するアーカイブとして，ま

た，タイムリーな話題・注意喚起の掲載など，積極的な

情報提供を行った．平成 26 年度のアクセス数は，29,548
件（TOP ページのみ）だった． 

５）問い合わせ状況

感染症に関して，各方面や県民から電話等で問い合わ

せが 28 件あった．その内訳は，県民から 7 件，医療機関

から 9 件，教育機関から 2 件，行政機関から 7 件関係か

ら 2 件及びその他 1 件であった．県民からは，流行疾患

及びその病原体について問い合わせがあり，これまで検

査・研究内容の報告として作成していた保健研究センタ

ーだよりは，その対象を医療・行政機関としてきたが，

依頼があった．6月4日に採血された血清および咽頭ぬぐ

/CK値上昇等の臨床所見から本疾患疑いで1事例の検査

い液，尿について検査を実施したがSFTSについてはすべ

て陰性であった．この事例では，全血による日本紅斑熱

リケッチアの検査も同時に実施したが陰性であった．

（４）A型肝炎疑い検査：5月に海外渡航歴のない事例，

7月には感染地域としてラオスでの感染が疑われた2事
例の依頼があり，いずれもA型肝炎ウイルスを検出し

遺伝子解析の結果，ともに1Aと分類した.

５）食中毒（疑）等検査（表８）

ウイルスが原因であると疑われた食中毒 21 事例につ

いて検査を行った．検査依頼検体総数は糞便 131 検体で，

うち 43 検体からノロウイルスGⅡを,17 検体からノロウ

イルスGⅠを単独で検出した.また,GⅠとGⅡの重複感染

陽性例を 3 件確認した.毎年冬季に多発するノロウイル

スによる食中毒であるが,6 月～8 月を除くすべての月で

発生が認められた. 

検体数 陽性数

奈良市保健所 H26.10.3 4 1 AH3

葛城保健所 H26.11.19 6 5 AH3

桜井保健所 H26.11.26 6 2 AH3

郡山保健所 H26.11.28 6 3 AH3

内吉野保健所 H26.12.16 7 5 AH3

吉野保健所 H27.1.20 4 4 AH3

33 20合　計

保健所名
ウイルス分離

検出ウイルス検体採取日

表６ 平成 26年度 インフルエンザ集団発生状況調査（初発）

表８ 平成 26年度 食中毒（疑）等検査状況

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計

1 27 17 1 19 17 35 8 6 131

71161ⅠGスルイウロノ

3456183191ⅡGスルイウロノ

321ⅡG＋ⅠGスルイウロノ

月

検体数（便）

陽
性
数

表７ 平成 26年度 １類～５類行政依頼検査によるウイルス検査状況（項目数）

　　　　　月
　病原体 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 合計

ツツガムシリケッチア 0

日本紅斑熱リケッチア 1 1

デングウイルス 11641

SFTSウイルス 3 3

チクングニアウイルス 8341

麻しんウイルス 5233586

風しんウイルス 126366

A型肝炎ウイルス 211

HIV（1 ,2 ) 211

合計 12 16 12 6 8 9 0 6 0 1 3 0 73

表５ 平成 26年度 感染症流行予測調査事業（環境水からのポリオウイルス分離・同定）

7 8 9 10 11 12 合計

6 6 6 6 6 6 36

0 0 0 0 0 0 0

7115型5群Bスルイウーキッサクコ

321型3スルイウーコエ

7141552型11スルイウーコエ

月

検体数（環境水）

          ポリオウイルス

の
検
索
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一般県民にも理解していただける内容を記載していくこ

ことも必要と思われた．

表10 奈良県感染症情報掲載記事一覧 

表11 奈良新聞提供記事一覧 

（担当者は，すべて北堀吉映）

６）特記すべき疾患

平成 26 年に流行した疾患では，約 70 年ぶりに国内発

生を見たデング熱が挙げられる．

デング熱は，東京都代々木公園で感染したとされる 10
歳代女性の発見から始まり，最終的には 160 名の感染事

例となった．8 月 27 日の第一報から始まり，連日の患者

発生報道が続いたが，幸い本県では国内発生事例は無く，

問い合わせも無かった．感染症情報センターでは奈良県 

感染症情報で，蚊媒介感染症に関する注意喚起を実施し，

患者発生状況をとりまとめて報告するなど，わかりやす

い情報の提供に努めた．

３．調査研究等

１)調査研究

「奈良県における RS ウイルス ,ヒトメタニューモ

ウイルスの流行状況把握と遺伝子学的解析：

2011-2014」［川辺千明］

呼吸器疾患と診断された臨床検体を対象に,RS ウイル

ス（RSV）とヒトメタニューモウイルス（hMPV）の検

出を試み,本県における流行状況や遺伝子学的変遷を明

らかにした.
①起因ウイルスの疫学と流行株の変遷

RSV は 19.2%，hMPVは 5.0% の検出頻度であった．

流行季はRSVについては夏～冬，hMPVは春で，臨床症

状は上気道炎および下気道炎が主であった．RSVには特

徴的な細気管支炎が21%みられた．共に３歳児以下が主

体であり，RSVの方がより低年齢に多かった．RSVは

2011年には圧倒的にA型（NA1）が多いものの2012年は

B型と拮抗し，2013年にはB型が主流となった．hMPV
は，2011年から2013年はB型が主であったが2014年には

A型へと入れ替わった．

②RSV の変異型 ON1 の検出

2013 年，近畿地区で初めてRSVの変異型ON1を検出

した．その後2014年にはA型の約90%を占めた．しかし，

同時に従来のNA1も検出している．ON1とNA1の患者の

臨床症状の違いについて調査を行ったが大差はなかった．

今後も調査を続けデータを収集する必要がある．

２)事業に係る技術等検討

①｢培養細胞によるウイルス分離の再検討」[中野守 ] 
ヘルパンギーナおよび手足口病の原因ウイルスとして

知られているコクサッキーA群ウイルスについて , RD-A
細胞による分離における培養条件等の再検討を行った.
対象となる疾患の今年度搬入された検体は45件であった.
遺伝子および中和反応により検出したウイルスは 9種27
株(60%)で,そのうちCAは4種18株検出した．RD-A細胞

によるCAの分離は18株中10株（4種）であった.
②｢奈良県におけるヒトパレコウイルスの侵淫状況調

査」[稲田眞知 ] 
平成25年度は,陽性検体/対象検体＝6/271（2%）, 亜型

は

気管支炎,下気道炎,インフルエンザ様疾患等であった. 
　平成26年度は,他府県の報告と同様エンテロウイルス

,1型が5例,6型が1例であった. 診断名は感染性胃腸炎,

掲載日 タイトル 担当者 

4月11日 
気になる話題 海外渡航者の麻しん感
染者が急増しています 

北堀吉映 

6月20日 
保健研究センターだより 6 月 時季外
れの感染性胃腸炎 

米田正樹 

6月26日 
保健研究センターだより 7 月 レジオ
ネラ症について 

田口和子 

7月 8日 
気になる話題 夏の子どもの感染症に
ご注意：ヘルパンギーナ，手足口病 

北堀吉映 

9月 3日 
気になる話題 感染症の発生動向を調
査しています 

稲田眞知 

9月11日 気になる話題 RS ウイルス感染症 杉本大地 

9月26日 
保健研究センターだより 9 月 ヒトパレ
コウイルス 3 型の流行について 

稲田眞知 

10月24日 
保健研究センターだより 10月 今年の
RS ウイルスの遺伝子型について 

川辺千明 

11月 7日 
気になる話題 インフルエンザワクチン
について 

米田正樹 

11月14日 
保健研究センターだより 11月 薬剤耐
性インフルエンザウイルスについての
最近の知見 

米田正樹 

2月 20日 
保健研究センターだより 2 月 今シー
ズンの RS ウイルス感染症について 

川辺千明 

3月20日 
気になる話題 春先の感染性胃腸炎に
ご注意 

稲田眞知 

掲載日 タイトル 

5月 8日 麻しん予防は社会的責任

6月12日 鳥インフルエンザウイルスの不気味な動き 

7月10日 海外での感染症に注意(上) 

8月14日 海外での感染症に注意(下) 

9月11日 新たな感染症・重症熱性血小板減少症候群 

10月 9日 デング熱の国内流行と拡大する流行地域 

11月13日 ノロウイルスの流行事情と予防法の確認 

12月11日 インフルエンザは変化し続ける

1月 8日 流行状況の把握と情報の公開

2月 12日  新しい予防接種 ロタウイルスワクチン 

3月12日  豚生レバーのＥ型肝炎リスク
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感染症との診断された患者からの検出を確認した. 陽性

検体 /対象検体＝24/125（19%）, うち3 型は 21/125（17
%）であった.3型は重症化が懸念されており, 当センター

でも新生児無呼吸症候群の事例や流行性筋痛症の事例が

あった. 
③「パンソルビン・トラップ法による食品からのノロウ

イルス検出法の検討」[米田正樹] 
厚生労働省課長通知により,パンソルビン・トラップ法

による食品からのノロウイルス検出法が示されたことか

ら, コピー数既知のノロウイルス陽性検体で数種類のサ

ンプルを汚染させた結果,概ね試験可能であることを確

認した. 
④｢奈良県で発生したノロウイルスの遺伝子解析

（2014/2015 シーズン）[杉本大地] 
2014/2015シーズンに検出したノロウイルスの遺伝子

型は,感染症発生動向調査,集団感染事例・食中毒事例共に

GⅡ/3の検出率が最も高く, 昨シーズン最も検出率の高か

ったGⅡ/4は,今シーズンは減少していた.また,GⅡ/4 に注

目すると,2012変異株が大半であったが,  2006b 変異株も

存在し,この2種類の混合流行であったことが判明した. ま
た,今シーズン新たにGⅡ/11を検出した.

３）狂犬病検査実技演習の実施

国内動物を対象とした狂犬病検査の実施について（健

感発 0804 第 1 号）の協力依頼により, 人を噛んでその

後死んだ犬や野生動物, 自治体に引き取られ異常死した

犬, 事故死した野生動物などを自治体が検査することに

なり.検査体制を整備した.実施訓練は2月25日,中和保健

所動物愛護センターにおいて,病死した犬を解剖・採材し

た中枢神経組織（延髄,橋,視床,小脳, 海馬）の各部位を冷

蔵状態でセンターに搬入, その後FITC 標識抗体「 FITC 
Anti -Rabies Monoclonal Globulin」を用いた直接蛍光抗

体法によるウイルス抗原の検索を行った.狂犬病が疑わ

れる場合には,早い段階で狂犬病の診断を進めることが

必要であり,今回の演習では狂犬病の臨床診断および本

病であった場合の措置等を円滑かつ確実に実施できる体

制を確認した.

一般県民にも理解していただける内容を記載していくこ

ことも必要と思われた．

表10 奈良県感染症情報掲載記事一覧 

表11 奈良新聞提供記事一覧 

（担当者は，すべて北堀吉映）

６）特記すべき疾患

平成 26 年に流行した疾患では，約 70 年ぶりに国内発

生を見たデング熱が挙げられる．

デング熱は，東京都代々木公園で感染したとされる 10
歳代女性の発見から始まり，最終的には 160 名の感染事

例となった．8 月 27 日の第一報から始まり，連日の患者

発生報道が続いたが，幸い本県では国内発生事例は無く，

問い合わせも無かった．感染症情報センターでは奈良県 

感染症情報で，蚊媒介感染症に関する注意喚起を実施し，

患者発生状況をとりまとめて報告するなど，わかりやす

い情報の提供に努めた．

３．調査研究等

１)調査研究

「奈良県における RS ウイルス ,ヒトメタニューモ

ウイルスの流行状況把握と遺伝子学的解析：

2011-2014」［川辺千明］

呼吸器疾患と診断された臨床検体を対象に,RS ウイル

ス（RSV）とヒトメタニューモウイルス（hMPV）の検

出を試み,本県における流行状況や遺伝子学的変遷を明

らかにした.
①起因ウイルスの疫学と流行株の変遷

RSV は 19.2%，hMPVは 5.0% の検出頻度であった．

流行季はRSVについては夏～冬，hMPVは春で，臨床症

状は上気道炎および下気道炎が主であった．RSVには特

徴的な細気管支炎が21%みられた．共に３歳児以下が主

体であり，RSVの方がより低年齢に多かった．RSVは

2011年には圧倒的にA型（NA1）が多いものの2012年は

B型と拮抗し，2013年にはB型が主流となった．hMPV
は，2011年から2013年はB型が主であったが2014年には

A型へと入れ替わった．

②RSV の変異型 ON1 の検出

2013 年，近畿地区で初めてRSVの変異型ON1を検出

した．その後2014年にはA型の約90%を占めた．しかし，

同時に従来のNA1も検出している．ON1とNA1の患者の

臨床症状の違いについて調査を行ったが大差はなかった．

今後も調査を続けデータを収集する必要がある．

２)事業に係る技術等検討

①｢培養細胞によるウイルス分離の再検討」[中野守 ] 
ヘルパンギーナおよび手足口病の原因ウイルスとして

知られているコクサッキーA群ウイルスについて , RD-A
細胞による分離における培養条件等の再検討を行った.
対象となる疾患の今年度搬入された検体は45件であった.
遺伝子および中和反応により検出したウイルスは 9種27
株(60%)で,そのうちCAは4種18株検出した．RD-A細胞

によるCAの分離は18株中10株（4種）であった.
②｢奈良県におけるヒトパレコウイルスの侵淫状況調

査」[稲田眞知 ] 
平成25年度は,陽性検体/対象検体＝6/271（2%）, 亜型

は

気管支炎,下気道炎,インフルエンザ様疾患等であった. 
　平成26年度は,他府県の報告と同様エンテロウイルス

,1型が5例,6型が1例であった. 診断名は感染性胃腸炎,

掲載日 タイトル 担当者 

4月11日 
気になる話題 海外渡航者の麻しん感
染者が急増しています 

北堀吉映 

6月20日 
保健研究センターだより 6 月 時季外
れの感染性胃腸炎 

米田正樹 

6月26日 
保健研究センターだより 7 月 レジオ
ネラ症について 

田口和子 

7月 8日 
気になる話題 夏の子どもの感染症に
ご注意：ヘルパンギーナ，手足口病 

北堀吉映 

9月 3日 
気になる話題 感染症の発生動向を調
査しています 

稲田眞知 

9月11日 気になる話題 RS ウイルス感染症 杉本大地 

9月26日 
保健研究センターだより 9 月 ヒトパレ
コウイルス 3 型の流行について 

稲田眞知 

10月24日 
保健研究センターだより 10月 今年の
RS ウイルスの遺伝子型について 

川辺千明 

11月 7日 
気になる話題 インフルエンザワクチン
について 

米田正樹 

11月14日 
保健研究センターだより 11月 薬剤耐
性インフルエンザウイルスについての
最近の知見 

米田正樹 

2月 20日 
保健研究センターだより 2 月 今シー
ズンの RS ウイルス感染症について 

川辺千明 

3月20日 
気になる話題 春先の感染性胃腸炎に
ご注意 

稲田眞知 

掲載日 タイトル 

5月 8日 麻しん予防は社会的責任

6月12日 鳥インフルエンザウイルスの不気味な動き 

7月10日 海外での感染症に注意(上) 

8月14日 海外での感染症に注意(下) 

9月11日 新たな感染症・重症熱性血小板減少症候群 

10月 9日 デング熱の国内流行と拡大する流行地域 

11月13日 ノロウイルスの流行事情と予防法の確認 

12月11日 インフルエンザは変化し続ける

1月 8日 流行状況の把握と情報の公開

2月 12日  新しい予防接種 ロタウイルスワクチン 

3月12日  豚生レバーのＥ型肝炎リスク

－ 33 －


